
号

令和 4 年 10 月 4 日

厚生労働大臣 加藤 勝信 殿

学長 仁科 弘重

１ 開設者の住所及び氏名

（注）

２ 名称

３ 所在の場所

４ 診療科名

4－1 標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2 標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

（注）

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

愛媛大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

愛大医総第２５４

開設者名 国立大学法人愛媛大学

標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和 年度の業務に関して報告します。

開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒790-8577 松山市道後樋又10番13号

国立大学法人愛媛大学

愛媛大学医学部附属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

〒791-0295 東温市志津川454

電話（089）964－1111

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

４腎臓内科

５神経内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５ 病床数

肝胆膵・移植外科 乳腺・内分泌外科 形成外科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 病理診断科

リハビリテーション科 臨床検査科

老年内科

薬物療法内科 総合診療科 消化器腫瘍外科 食道・胃・大腸外科 内視鏡外科

膠原病・リウマチ内科 高血圧内科 アレルギー内科 糖尿病内科

歯科の診療体制

1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

（単位：床）40 2 - - 602 644



６ 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

234 229 408.9 54 0

8 9 14.2 13 49

47 1 47.2 5 0

0 0 0 7 0

16 0 16 0 0

669 27 686.1 19 10

0 0 0 0 14

7 0 7 2 185

11 1 11.5 33 30

（注）

７ 専門の医師数

（注）

８ 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 3 年 4 月 1 日

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1 報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 13

合計

16

16

26

10

17

10

9

272

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

54

46

12

26

7

10

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1 報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （ 杉山 隆 ） 任命年月日

平成２７年４月１日に産婦人科の教授に就任後、診療科長として医療安全管理委員会の委員となり、令和３年４月１日に病
院長に就任し、病院長に就任後は医療安全管理委員会の委員長を務めている。



９ 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10 施設の構造設備

22 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

392 ㎡ （主な設備）

266 ㎡ （主な設備）

175 ㎡ （主な設備）

360 ㎡ （主な設備）

199 ㎡ （主な設備）

734 ㎡ 室数 室 人

99 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

歯科等以外 歯科等 合計

485.6

1275.5

889

119.78

4.7

17

287

1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

472.9

1213.3

12.7

62.2

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
431

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

全自動蛍光抗体法分析装置
全自動化学発光免疫測定装置

微生物感受性分析装置
リアルタイム濁度測定装置

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

1

収容定員

蔵書数

660

879

病床数 15294

液状化検体細胞診標本作成装置
IHC/ISH自動染色装置

剖検台、局所排気装置

パソコン、プリンタ、顕微鏡

1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

18

20



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

愛媛大学ホームページの情報公開のページ内に、「附属病院における医療安全管理について」という事項を設け、監査委員
会規程及び委員会名簿（選定理由を含む）を公表している。

有

有

「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

利害
関係

委員の要件
該当状況

菅 政治 愛媛県立中央病院
医療に係る安全管理に
関する識見を有する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

大熊 伸定
弁護士法人

松山中央弁護士事務所
法律に関する識見を有

する者
1

河野 和博
愛媛県難病等患者団体
連絡協議会／愛媛県腎
臓病患者連絡協議会

医療を受ける者 2

算出
根拠

紹介率 100 逆紹介率 57.7

13,029

7,906

673

13,707

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

29

0

0

0

4

29

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

ヒアルロン酸を用いた生理学的精子選択術

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

細菌又は真菌に起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

テモゾロミド用量強化療法 膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。） 0

0

0

3

0

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

インターフェロンα皮下投与及びジドブシン経口投与の併用療法
成人Ｔ細胞白血病リンパ腫（症候を有するくすぶり型又は予後不良因子を有さない慢性型のものに限る。）

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法 膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 5 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
2 筋萎縮性側索硬化症 14 171 ウィルソン病 4
3 脊髄性筋萎縮症 8 172 低ホスファターゼ症 1
4 原発性側索硬化症 1 173 VATER症候群 0
5 進行性核上性麻痺 2 174 那須・ハコラ病 0
6 パーキンソン病 154 175 ウィーバー症候群 0
7 大脳皮質基底核変性症 8 176 コフィン・ローリー症候群 0

8 ハンチントン病 1 177 ジュベール症候群関連疾患
旧病名（有馬症候群）

0

9 神経有棘赤血球症 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 1 179 ウィリアムズ症候群 0
11 重症筋無力症 85 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
12 先天性筋無力症候群 0 181 クルーゾン症候群 0
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 100 182 アペール症候群 0

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
17 183 ファイファー症候群 0

15 封入体筋炎 4 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
16 クロウ・深瀬症候群 2 185 コフィン・シリス症候群 0
17 多系統萎縮症 9 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 37 187 歌舞伎症候群 0
19 ライソゾーム病 5 188 多脾症候群 0
20 副腎白質ジストロフィー 0 189 無脾症候群 0
21 ミトコンドリア病 10 190 鰓耳腎症候群 0
22 もやもや病 36 191 ウェルナー症候群 0
23 プリオン病 1 192 コケイン症候群 0
24 亜急性硬化性全脳炎 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 194 ソトス症候群 0
26 HTLV-1関連脊髄症 2 195 ヌーナン症候群 1
27 特発性基底核石灰化症 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
28 全身性アミロイドーシス 43 197 １p36欠失症候群 0
29 ウルリッヒ病 0 198 ４p欠失症候群 0
30 遠位型ミオパチー 0 199 ５p欠失症候群 0
31 ベスレムミオパチー 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 201 アンジェルマン症候群 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
34 神経線維腫症 15 203 22q11.2欠失症候群 0
35 天疱瘡 26 204 エマヌエル症候群 0
36 表皮水疱症 1 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 4 206 脆弱X症候群 0
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 207 総動脈幹遺残症 0
39 中毒性表皮壊死症 1 208 修正大血管転位症 2
40 高安動脈炎 20 209 完全大血管転位症 4
41 巨細胞性動脈炎 15 210 単心室症 3
42 結節性多発動脈炎 12 211 左心低形成症候群 0
43 顕微鏡的多発血管炎 51 212 三尖弁閉鎖症 11
44 多発血管炎性肉芽腫症 31 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 3
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 32 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0
46 悪性関節リウマチ 2 215 ファロー四徴症 24
47 バージャー病 2 216 両大血管右室起始症 1
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 217 エプスタイン病 2
49 全身性エリテマトーデス 222 218 アルポート症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 89 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
51 全身性強皮症 77 220 急速進行性糸球体腎炎 31
52 混合性結合組織病 54 221 抗糸球体基底膜腎炎 0
53 シェーグレン症候群 79 222 一次性ネフローゼ症候群 11
54 成人スチル病 27 223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1
55 再発性多発軟骨炎 12 224 紫斑病性腎炎 0
56 ベーチェット病 72 225 先天性腎性尿崩症 0
57 特発性拡張型心筋症 32 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 0
58 肥大型心筋症 19 227 オスラー病 4
59 拘束型心筋症 1 228 閉塞性細気管支炎 1
60 再生不良性貧血 16 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0
61 自己免疫性溶血性貧血 42 230 肺胞低換気症候群 0
62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2 231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0
63 特発性血小板減少性紫斑病 30 232 カーニー複合 1
64 血栓性血小板減少性紫斑病 4 233 ウォルフラム症候群 0

4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）
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65 原発性免疫不全症候群 10 234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0

66 IgＡ 腎症 23 235 副甲状腺機能低下症 2
67 多発性嚢胞腎 18 236 偽性副甲状腺機能低下症 0
68 黄色靱帯骨化症 16 237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0
69 後縦靱帯骨化症 73 238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 3
70 広範脊柱管狭窄症 4 239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0
71 特発性大腿骨頭壊死症 73 240 フェニルケトン尿症 0
72 下垂体性ADH分泌異常症 15 241 高チロシン血症1型 0
73 下垂体性TSH分泌亢進症 2 242 高チロシン血症2型 0
74 下垂体性PRL分泌亢進症 3 243 高チロシン血症3型 0
75 クッシング病 2 244 メープルシロップ尿症 0
76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0 245 プロピオン酸血症 0
77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 20 246 メチルマロン酸血症 1
78 下垂体前葉機能低下症 33 247 イソ吉草酸血症 0
79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0 248 グルコーストランスポーター1欠損症 0
80 甲状腺ホルモン不応症 0 249 グルタル酸血症1型 0
81 先天性副腎皮質酵素欠損症 3 250 グルタル酸血症2型 0
82 先天性副腎低形成症 0 251 尿素サイクル異常症 0
83 アジソン病 0 252 リジン尿性蛋白不耐症 0
84 サルコイドーシス 56 253 先天性葉酸吸収不全 0
85 特発性間質性肺炎 71 254 ポルフィリン症 0
86 肺動脈性肺高血圧症 10 255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0
87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0 256 筋型糖原病 0
88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 3 257 肝型糖原病 0

89 リンパ脈管筋腫症 4 258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0

90 網膜色素変性症 22 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

91 バッド・キアリ症候群 3 260 シトステロール血症 0
92 特発性門脈圧亢進症 0 261 タンジール病 0
93 原発性胆汁性肝硬変 60 262 原発性高カイロミクロン血症 0
94 原発性硬化性胆管炎 7 263 脳腱黄色腫症 0
95 自己免疫性肝炎 0 264 無βリポタンパク血症 0
96 クローン病 63 265 脂肪萎縮症 0
97 潰瘍性大腸炎 119 266 家族性地中海熱 0
98 好酸球性消化管疾患 3 267 高ＩｇＤ症候群 0
99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0 268 中條・西村症候群 0

100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

101 腸管神経節細胞僅少症 0 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0 271 強直性脊椎炎 10
103 CFC症候群 0 272 進行性骨化性線維異形成症 0
104 コステロ症候群 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
105 チャージ症候群 0 274 骨形成不全症 0
106 クリオピリン関連周期熱症候群 3 275 タナトフォリック骨異形成症 0

107 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

2 276 軟骨無形成症 0

108 TNF受容体関連周期性症候群 0 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 2
109 非典型溶血性尿毒症症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

110 ブラウ症候群 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
1

111 先天性ミオパチー 1 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 7
113 筋ジストロフィー 9 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 283 後天性赤芽球癆 1
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
116 アトピー性脊髄炎 31 285 ファンコニ貧血 0
117 脊髄空洞症 1 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
118 脊髄髄膜瘤 0 287 エプスタイン症候群 0
119 アイザックス症候群 1 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 1
120 遺伝性ジストニア 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
121 神経フェリチン症 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 292 総排泄腔外反症 0
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124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 293 総排泄腔遺残 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0

126 ペリー症候群 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
127 前頭側頭葉変性症 5 296 胆道閉鎖症 2
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 297 アラジール症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 298 遺伝性膵炎 0
130 先天性無痛無汗症 0 299 嚢胞性線維症 0
131 アレキサンダー病 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 13
132 先天性核上性球麻痺 0 301 黄斑ジストロフィー 1
133 メビウス症候群 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 303 アッシャー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 304 若年発症型両側性感音難聴 1
136 片側巨脳症 0 305 遅発性内リンパ水腫 1
137 限局性皮質異形成 0 306 好酸球性副鼻腔炎 52
138 神経細胞移動異常症 0 307 カナバン病 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 308 進行性白質脳症 0
140 ドラベ症候群 0 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 310 先天異常症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 311 先天性三尖弁狭窄症 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 312 先天性僧帽弁狭窄症 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0
145 ウエスト症候群 0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

146 大田原症候群 0 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0

147 早期ミオクロニー脳症 0 316 カルニチン回路異常症 5
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 317 三頭酵素欠損症 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 318 シトリン欠損症  0
150 環状20番染色体症候群 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

151 ラスムッセン脳炎 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症   0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
156 レット症候群 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 326 大理石骨病 0

158 結節性硬化症 1 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
0

159 色素性乾皮症 0 328 前眼部形成異常 0
160 先天性魚鱗癬 0 329 無虹彩症 2

161 家族性良性慢性天疱瘡 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
旧病名（先天性気管狭窄症）

0

162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 19 331 特発性多中心性キャッスルマン病 5
163 特発性後天性全身性無汗症 4 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
164 眼皮膚白皮症 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
165 肥厚性皮膚骨膜症 0 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
166 弾性線維性仮性黄色腫 1 335 ネフロン癆 0

167 マルファン症候群 1 336
家族性低βリポタンパク血症１

（ホモ接合体）
0

168 エーラス・ダンロス症候群 1 337 ホモシスチン尿症 0
169 メンケス病 0 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 129
合計患者数（人） 2,550
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施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算2

歯科診療特別対応連携加算

特定機能病院入院基本料 一般病棟 7対1

特定機能病院入院基本料 精神病棟 13対1

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算2

医師事務作業補助体制加算1(20対1）

急性期看護補助体制加算25対1（看護補助者5割以上）

看護職員夜間配置加算（12対1（1））

看護補助加算2

入退院支援加算1

入退院支援加算 入院時支援加算

精神疾患診療体制加算

精神科身体合併症管理加算

摂食障害入院医療管理加算

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

後発医薬品使用体制加算2

病棟薬剤業務実施加算1

病棟薬剤業務実施加算2

データ提出加算2

特定集中治療室管理料4

特定集中治療室管理料4 算定上限日数に係る施設基準

特定集中治療室管理料4 小児加算

新生児治療回復室入院医療管理料

一類感染症患者入院医療管理料

小児入院医療管理料2

小児入院医療管理料2 プレイルーム加算

小児入院医療管理料2 無菌治療管理料加算1

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

特定集中治療室管理料4 早期離床・リハビリテーション加算

脳卒中ケアユニット入院医療管理料

新生児特定集中治療室管理料1

小児入院医療管理料2 無菌治療管理料加算2

放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による場
合）

緩和ケア診療加算

無菌治療室管理加算1

無菌治療室管理加算2

栄養サポートチーム加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

患者サポート体制充実加算

医療安全対策加算1

感染対策向上加算1

指導強化加算

（様式第2）
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外来栄養食事指導料の注3に規定する基準 薬剤管理指導料

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

ウイルス疾患指導料の注2 肝炎インターフェロン治療計画料

外来栄養食事指導料の注2に規定する基準 こころの連携指導料（Ⅱ）

心臓ペースメーカー指導管理料の注5に掲げる遠隔モニタリ
ング加算

医療機器安全管理料1

糖尿病合併症管理料 歯科治療時医療管理料

がん患者指導管理料イ
在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に掲げる遠隔モニ
タリング加算

がん性疼痛緩和指導管理料
在宅患者訪問看護・指導料(悪性腫瘍の患者に対する緩和ケ
ア、褥瘡ケア又は人工肛門ケア及び人工膀胱ケアに係る専門
の研修を受けた看護師による場合）

がん患者指導管理料ロ 在宅植込型補助人工心臓(非拍動流型)指導管理料

がん患者指導管理料ニ
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

がん患者指導管理料ハ 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

外来緩和ケア管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後の場合） 染色体検査の注2に規定する基準

移植後患者指導管理料（臓器移植後の場合） 遺伝学的検査

糖尿病透析予防指導管理料 骨髄微小残存病変量測定

婦人科特定疾患治療管理料 BRCA1／2遺伝子検査（血液を検体とするもの）

小児運動器疾患指導管理料 BRCA1／2遺伝子検査（腫瘍細胞を検体とするもの）

一般不妊治療管理料 がんゲノムプロファイリング検査

二次性骨折予防継続管理料1 先天性代謝異常症検査

生殖補助医療管理料1 角膜ジストロフィー遺伝子検査

二次性骨折予防継続管理料3 有床義歯咀嚼機能検査1のイ

連携充実加算 有床義歯咀嚼機能検査2のイ

外来腫瘍化学療法診療料1 有床義歯咀嚼機能検査1のロ及び咀嚼機能検査

ハイリスク妊産婦連携指導料1 HPV核酸検出及びHPV核酸検出(簡易ｼﾞｪﾉﾀｲﾌﾟ判定)

ニコチン依存症管理料 有床義歯咀嚼機能検査2のロ及び咬合圧検査

療養・就労両立支援指導料の注3に掲げる相談支援加算 抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9）抗体

がん治療連携計画策定料
抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特異
性同定検査）

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 全身MRI撮影加算

（様式第2）



検体検査管理加算(Ⅰ) 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

検体検査管理加算(Ⅳ) 外来化学療法加算1

国際標準検査管理加算 無菌製剤処理料

遺伝カウンセリング加算 心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

遺伝性腫瘍カウンセリング加算 心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ) 初期加算

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

胎児心エコー法 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ) 初期加算

時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 運動器リハビリテーション料(Ⅰ)

ヘッドアップティルト試験 運動器リハビリテーション料(Ⅰ) 初期加算

長期継続頭蓋内脳波検査 呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)

神経学的検査 呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ) 初期加算

補聴器適合検査 がん患者リハビリテーション料

全視野精密網膜電図 リンパ浮腫複合的治療料

ロービジョン検査判断料 歯科口腔リハビリテーション料2

コンタクトレンズ検査料1 精神科作業療法

小児食物アレルギー負荷検査 認知療法･認知行動療法1

内服･点滴誘発試験
抗精神病特定薬剤治療指導管理料(治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る｡)

CT透視下気管支鏡検査加算 医療保護入院等診療料

画像診断管理加算3 硬膜外自家血注入

遠隔画像診断 エタノールの局所注入(甲状腺)

ポジトロン断層撮影及びポジトロン断層･コンピュータ断層複
合撮影

エタノールの局所注入(副甲状腺)

CT撮影及びMRI撮影 導入期加算1（人工腎臓）

冠動脈CT撮影加算 移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法

心臓MRI撮影加算 人工膵臓療法

乳房MRI撮影加算 歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）

頭部MRI撮影加算 加圧根管充填処置3根管以上に係る手術用顕微鏡加算

CAD/CAM冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー
人工内耳植込術､植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導
補聴器交換術及び人工内耳用材料

歯科技工加算1及び2 内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内
視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うも
の）皮膚悪性腫瘍切除術におけるセンチネルリンパ節加算

組織拡張器による再建手術(乳房(再建手術)の場合) 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に掲
げる処理骨再建加算

内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）



骨移植術(軟骨移植術を含む)(自家培養軟骨移植術に限る) 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの） 喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

椎間板内酵素注入療法 上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る｡)(歯科診療以外の診
療に係るものに限る｡)､下顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限
る｡)(歯科診療以外の診療に係るものに限る｡)原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨形
成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

頭蓋骨形成手術(骨移動を伴うものに限る｡) 内視鏡下甲状腺部分切除､腺腫摘出術､内視鏡下ﾊﾞｾﾄﾞｳ甲
状腺全摘(亜全摘)術(両葉)､内視鏡下副甲状腺(上皮小体)腺
腫過形成手術脳刺激装置植込術(頭蓋内電極植込術を含む)及び脳刺激装

置交換術

癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの） 内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術（過
活動膀胱）

乳がんセンチネルリンパ節加算1

角結膜悪性腫瘍切除術（眼窩、涙腺） 乳がんセンチネルリンパ節加算2

治療的角膜切除術(エキシマレーザーによるもの(角膜ジストロ
フィー又は帯状角膜変性に係るものに限る｡)

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術(乳房切除後)

角膜移植術（内皮移植加算）
胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

羊膜移植術
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術(プレートのあ
るもの)）

胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶体再建術併用
眼内ドレーン挿入術）

胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は1肺
葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））
肺悪性腫瘍手術(壁側･臓側胸膜全切除(横隔膜､心膜合併切
除を伴うもの)

網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の） 食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、

十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡に
よるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸
瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によ
るもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

網膜再建術

経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

人工中耳植込術

植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、
植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

内視鏡下筋層切開術

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

胸腔鏡下弁形成術 内視鏡的逆流防止粘膜切除術

胸腔鏡下弁形成術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

経カテーテル大動脈弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び
経皮的大動脈弁置換術）

腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

胸腔鏡下弁置換術
腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

不整脈手術（左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）） 腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

経皮的中隔心筋焼灼術 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
胃瘻造設術(経皮的内視鏡下胃瘻造設術､腹腔鏡下胃瘻造
設術を含む｡)

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術



両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除(葉以上)
を伴うものに限る｡)

植込型除細動器移植術(心筋リードを用いるもの)及び植込型
除細動器交換術(心筋リードを用いるもの)

腹腔鏡下肝切除術

植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下
植込型リードを用いるもの）及び植込型除細動器交換術（その
他のもの）

生体部分肝移植術

同種死体肝移植術

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極
の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換
術（心筋電極の場合）

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（経静脈電極の場合）

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

大動脈バルーンパンピング法(IABP法) 内視鏡的小腸ポリープ切除術

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）
腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）（小児を
対象とする場合）

腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

補助人工心臓 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）小児補助人工心臓

植込型補助人工心臓(非拍動流型) 腹腔鏡下腎盂形成術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

経皮的下肢動脈形成術 同種死体腎移植術

内視鏡下下肢静脈瘤不全穿通枝切離術 生体腎移植術

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術(経尿道)

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 放射線治療専任加算

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

外来放射線治療加算

膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術及
び陰嚢腫手術（鼠径部切開によるもの）

高エネルギー放射線治療

精巣内精子採取術 1回線量増加加算

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 強度変調放射線治療(IMRT)

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用
いるもの)

画像誘導放射線治療加算(IGRT)

腹腔鏡下仙骨膣固定術 体外照射呼吸性移動対策加算

腹腔鏡下仙骨膣固定術(内視鏡手術用支援機器を用いる場
合)

直線加速器による放射線治療（定位放射線治療の場合）

腹腔鏡下腟式子宮全摘術(内視鏡手術用支援機器を用いる
場合)

定位放射線治療呼吸性移動対策加算

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る） 保険医療機関間の連携による病理診断

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る） 病理診断管理加算1

腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 デジタル病理画像による病理診断

胎児胸腔・羊水腔シャント術 悪性腫瘍病理組織標本加算



胎児輸血術 歯科矯正診断料

胎児輸血術(一連につき)及び臍帯穿刺 口腔病理診断管理加算1

医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

顎口腔機能診断料

医科点数表第2章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出
術）

クラウン・ブリッジ維持管理料

広範囲顎骨支持型装置埋入手術

麻酔管理料(Ⅰ)

麻酔管理料(Ⅱ)

麻酔管理料 周術期薬剤管理加算

輸血管理料Ⅰ

コーディネート体制充実加算

人工肛門･人工膀胱造設術前処置加算

歯根端切除手術（1歯につき）（歯科用3次元エックス線断層撮
影装置及び手術用顕微鏡を用いた場合）

歯周組織再生誘導手術



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 6例

剖検率（％） 3%

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・流産検体を用いた染色体検査

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・マルチプレックス遺伝子パネル検査 ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

32回

・

・

剖 検 の 状 況

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・ ・

（様式第2）



1 研究費補助等の実績

金 額

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委

補〇

委
小計13件

大動脈弁石灰化における
骨芽細胞分化マスターレ
ギュレーターの同定と機

能阻害剤の開発

泉谷 裕則 医学系研究科 3,510,000
日本学術
振興会

エピジェネティクス変化と
包括的転写ネットワーク解
析による骨疾患の病態解

明

北澤 荘平

5,850,000

日本学術
振興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門
補助元又は委託

元

日本学術
振興会

スポロゾイトの分泌タンパ
ク質輸送メカニズムにおけ
るRAMAの作用機序の解

明

加齢によるサルコペニア
疾患病態理解のためのエ
ピゲノム制御機構解明

今井 祐記
プロテオサイエンスセ

ンター

日本学術
振興会

石野 智子
プロテオサイエンスセ

ンター
5,200,000

日本学術
振興会

岡 靖哲 医学部附属病院 5,330,000
日本学術
振興会

グルタミンによるT細胞シ
グナル伝達と分化の統合

的制御機構の解明
山下 政克 医学系研究科 5,330,000

睡眠教育プログラムの教
育現場における実証研究

医学系研究科 3,120,000

遺伝子異常に基づいた口
腔扁平上皮癌制御戦略

中城 公一 医学系研究科 4,290,000
日本学術
振興会

自己炎症疾患の発作の周
期性や炎症の多様性を規
定する責任分子調節分子

群の包括的同定

増本 純也
プロテオサイエンスセ

ンター
5,980,000

日本学術
振興会

代謝ーエピゲノムのクロス
トークによる慢性アレル

ギー炎症細胞社会の形成
山下 政克 医学系研究科 3,770,000

日本学術
振興会

分子夾雑環境におけるプ
ロテオフォーム動態のトッ
プダウンプロテオミクス解

析

武森 信暁 学術支援センター 2,470,000
日本学術
振興会

Bivalent DNAアプタマー
によるプロテインノックダウ

ン法の開発
前川 大志

プロテオサイエンスセ
ンター

3,640,000
日本学術
振興会

脊椎動物の全胚全細胞ラ
イブ追跡と再構成による
骨格形成多様性の解明

齋藤 卓 医学系研究科 3,120,000
日本学術
振興会

新規リビトールリン酸修飾
の分子基盤の解明と筋ジ
ストロフィー治療法開発へ

の展開

金川 基 医学系研究科 4,680,000
日本学術
振興会

（様式第3）
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委

補〇

委

補〇

委
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委

補〇

委

補〇

委

補〇

委
小計15件

喉頭全摘術を受けるがん
患者とパートナーの首尾
一貫感覚を高める看護実

践モデルの開発

山内 栄子 医学系研究科 910,000
日本学術
振興会

血管振動刺激に対して血
流改善が得られ疼痛軽減
および関節可動域の改善

小倉 正敬 医学部附属病院 470,000
日本学術
振興会

NLRP3インフラマソームを
調節する新規分子の生理

機能の解析
金子 直恵 医学部 470,000

日本学術
振興会

革新的イメージング技術と
一細胞解析を駆使した
OA線維化の病態解明と

制御法の確立

今村 健志 医学系研究科 6,500,000
日本学術
振興会

医学系研究科 6,240,000
日本学術
振興会

RhoB-CNKSR1複合体に
よるHER1/2不活性化機
構解析と制御剤開発・応

用

東山 繁樹
プロテオサイエンスセ

ンター
6,370,000

日本学術
振興会

医学系研究科 6,500,000
日本学術
振興会

前十字靭帯再建型人工
膝関節の開発：機能解析

と最適化
日野 和典

世代別うつ症状と関連す
る環境要因及び遺伝要因
と環境要因の交互作用に

関する疫学研究

三宅 吉博

医学系研究科 650,000
日本学術
振興会

次世代ヒト化患者腫瘍組
織移植モデルによる高精
度治療創薬支援プラット

フォームの確立

竹中 克斗

小児特発性ネフローゼ症
候群におけるSMPDL-3b

の意義の解明
渡邊 祥二郎 医学系研究科 260,000

日本学術
振興会

神経幹細胞分化を司る
ニューロエピジェネティク
スとその制御機構の解明

武内 章英 医学系研究科 650,000
日本学術
振興会

在宅要介護高齢者のアセ
スメントに基づいた在宅排
尿ケアプログラムの構築

田中 久美子 医学系研究科 650,000
日本学術
振興会

小児１型糖尿病患者と家
族の成人型医療への円滑
な移行を促進するガイドラ

インの開発

野本 美佳 医学系研究科 910,000
日本学術
振興会

三日熱マラリア伝搬阻止
効果のある患者血漿を用
いた新規ワクチン候補抗

原の探索

石野 智子
プロテオサイエンスセ

ンター
5,850,000

日本学術
振興会

没入型内視鏡画像処理
機能と力学提示を応用し
た安全な内視鏡外科手術

システムの開発

惠木 浩之 医学部附属病院 1,040,000
日本学術
振興会

間歇型一酸化炭素中毒
の病態解明及び治療の究

明
越智 紳一郎 医学系研究科 1,300,000

日本学術
振興会
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補〇
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補〇

委
小計15件

生体吸収性素材を用いた
経カテーテル心房中隔閉
鎖術の移植後組織再生に

関する検討

黒部 裕嗣 医学系研究科 1,820,000
日本学術
振興会

肺癌における新規PD-L1
発現調節機構とその免疫
回避としての役割の解明

佐野 由文 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

組織障害性HMGB1に着
眼した肺虚血再灌流障害
に対する新規戦略の確立

大谷 真二 医学部附属病院 1,170,000
日本学術
振興会

神経栄養因子を用いた顔
面神経再生治療における
病的共同運動の検討

山田 啓之 医学系研究科 1,040,000
日本学術
振興会

クラスタリング手法による
MRI画像解析ー聴神経鞘
腫の病態解明と先制医療

の実現ー

國枝 武治 医学系研究科 650,000
日本学術
振興会

膵癌におけるマクロファー
ジ免疫チェックポイント
dual mechanismの解明

岩本 千佳 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

末梢血濾胞性ヘルパーＴ
細胞を利用した視神経脊
髄炎の多面的免疫モニタ

リング法の開発

越智 博文 医学系研究科 1,690,000
日本学術
振興会

高齢者排泄ケアの継続性
を可能にする施設間連携
システム構築に関する研

究

陶山 啓子 医学系研究科 650,000
日本学術
振興会

誤嚥性肺炎を見据えた在
宅高齢者のオーラルフレ
イルの予防的看護介入プ

ログラムの開発

藤村 一美 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

非平衡大気圧プラズマ
（冷たいプラズマ）を用い
たメラノーマに対する新規

治療法の開発

白石 研 医学部附属病院 780,000
日本学術
振興会

超多列化CTを駆使した低
侵襲・低被曝心筋血流定
量評価法の開発と応用

城戸 輝仁 医学系研究科 910,000
日本学術
振興会

構造プロテオミクスのため
の高効率ゲル内タンパク

質回収法の開発
武森 信暁 学術支援センター 1,430,000

日本学術
振興会

先天性心臓手術における
生体親和性ナノ複合代用
心膜による心膜再生素材

と治療法の開発

打田 俊司 医学部附属病院 520,000
日本学術
振興会

Identifying malaria vaccine
candidate antigens using
genetic linkage analyses

カレトン リチャード
プロテオサイエンスセ

ンター
1,300,000

日本学術
振興会

老人性骨粗鬆症の病態
解析：加齢モデルにおけ
る破骨細胞分化因子発現

制御

北澤 理子 医学部附属病院 650,000
日本学術
振興会
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小計15件

ヒト臨床検体を用いた大
動脈弁狭窄症の分子機
序・血中病態予測マー

カーの探索

青野 潤 医学部附属病院 1,170,000
日本学術
振興会

2型糖尿病原因遺伝子レ
ジスチンを標的とした遺伝
子環境因子相互作用メカ

ニズムの解明

川村 良一 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

慢性皮膚炎症に伴う細胞
老化における代謝とエピ

ゲノム変化の役割
大森 深雪 医学系研究科 1,300,000

日本学術
振興会

培養脂腺細胞の分泌膜
小胞セボゾームの生成と
周辺細胞への脂質供給

機構

永井 彩子 医学部附属病院 1,040,000
日本学術
振興会

小児白血病の発症プロセ
スに基づく発症・再発予防
法開発への基礎研究

江口 真理子 医学系研究科 1,040,000
日本学術
振興会

GPR25遺伝子による血小
板減少性血栓性素因を呈

する疾患病態の解明
山之内 純 医学部附属病院 1,430,000

日本学術
振興会

我が国における重症熱性
血小板減少症候群の臨
床的特徴と病態の解析

末盛 浩一郎 医学部附属病院 1,170,000
日本学術
振興会

Rabによるオートファジー
を介したアレルギー性気
道炎症の慢性化機序の解

明

鈴木 淳平 医学系研究科 1,040,000
日本学術
振興会

大腸がん特異的タンパク
質代謝マーカーの探索・

同定と臨床応用
渡部 祐司 医学系研究科 1,300,000

日本学術
振興会

肝移植後虚血性胆管障
害に対する治療戦略

小川 晃平 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

一酸化炭素中毒後遅発
性脳症に対する神経栄養
因子の投与による治療効

果の検討

西原 佑 医学系研究科 910,000
日本学術
振興会

軽度外傷性脳損傷に対
するジンセノサイドRb1と誘
導体の治療効果に関する

研究

阪中 雅広 医学部 1,040,000
日本学術
振興会

妊娠高血圧症候群の病
態形成に対するトロホブラ
スト由来exosomeの関与

松原 圭一 医学系研究科 1,170,000
日本学術
振興会

I型筋強直性ジストロフィー
疾患iPS細胞を用いたリ
ピート伸長メカニズムの解

明

加門 正義 医学系研究科 1,300,000
日本学術
振興会

臓器間ネットワークの視点
よりみた妊娠時インスリン
抵抗性の病態生理学的

検討

杉山 隆 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会
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小計15件

ユビキチンE3複合体を標
的とした血管奇形の新規

治療戦略の創出
中岡 啓喜 医学部附属病院 1,560,000

日本学術
振興会

フラッシュグルコースモニ
タリングシステムを活用し
た小児糖尿病患者への自

己管理支援

薬師神 裕子 医学系研究科 910,000
日本学術
振興会

リンパ節転移診断遺伝子
アルゴリズムの構築による
口腔癌リンパ節転移予測

の確立

合田 啓之 医学部附属病院 910,000
日本学術
振興会

コレステロール摂取が非ア
ルコール性脂肪肝の進展
と発癌に及ぼす影響とそ

の機序の解明

三宅 映己 医学部附属病院 1,170,000
日本学術
振興会

療養病床における経管栄
養を受ける高齢者の排便
ケアに関する包括的質評

価指標の開発

小岡 亜希子 医学系研究科 1,690,000
日本学術
振興会

幹細胞から成熟赤血球製
造効率の向上に向けた赤
芽球脱核現象の制御研

究

満田 憲昭 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

生体イメージングと数理を
融合した表現型解析に基
づく遺伝疾患解明へのア

プローチ

齋藤 卓 医学系研究科 1,040,000
日本学術
振興会

micro-RNAに着目したが
ん関連血栓症の病態解明

と先制医療への展開
東 晴彦 医学部附属病院 1,170,000

日本学術
振興会

睡眠障害を来した心不全
におけるメラトニン誘導性
オートファジーの機能解

明

高橋 佳世 医学部附属病院 390,000
日本学術
振興会

三次元培養皮膚を用いた
乾燥状態皮膚モデルの作

成
宇都宮 亮 医学系研究科 780,000

日本学術
振興会

大動脈弁狭窄症における
石灰化関連因子の機能

解析
濱口 美香 医学部附属病院 1,170,000

日本学術
振興会

CUL3型ユビキチンE3複
合体による新規増殖シグ
ナル制御の解明と乳癌治

療への応用

西山 加那子 医学部附属病院 1,300,000
日本学術
振興会

細胞膜形態制御機構を標
的とした新規HER2陽性乳

癌治療薬の導出
村上 朱里 医学部附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

脳梗塞・脳出血後の血液
中monocyteの変化と重症

度の関係
阿部 尚紀 医学部附属病院 780,000

日本学術
振興会

敗血症における免疫不全
の原因は制御性B細胞
か？: PD-L1発現との関

連

松本 紘典 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会
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前立腺癌原因遺伝子
ETV1のタンパク質分解機
構解析と前立腺癌治療へ

の応用

渡辺 隆太 医学部附属病院 1,300,000
日本学術
振興会

マクロファージが産生する
Emilin2の骨代謝における
機能解明と臨床応用の可

能性

小原 幸弘 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

なんのために眠るのか？：
ミクログリアによる入眠時
のシナプス貪食からの解

明

チョードリ エマ
ムッセレヒン

医学系研究科 1,170,000
日本学術
振興会

医学生の地域志向性、総
合医診療への興味を滋養
する医学教育、地域実習

法の検討

菊池 明日香 医学部附属病院 390,000
日本学術
振興会

伝統薬物成分、合成成分
の発癌と癌増殖に及ぼす
免疫機能活性化・制御と

環境制御作用

木村 善行 医学部 1,950,000
日本学術
振興会

血管の炎症と動脈硬化：
インフラマソーム活性化の
動脈硬化への寄与の病理

学的解明

倉田 美恵
プロテオサイエンスセ

ンター
1,560,000

日本学術
振興会

アルツハイマー病のインス
リンシグナリング障害およ
びAβの分子病態と治療

大八木 保政 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

血中エクソソーム
microRNAに着目した認知
症の予測・診断法の開発

外山 研介 医学系研究科 2,080,000
日本学術
振興会

デジタルPET/CTによる冠
動脈プラークおよび血管
周囲脂肪組織の炎症イ

メージング

宮川 正男 医学部附属病院 2,470,000
日本学術
振興会

オンライン診療をふまえた
超高感度ELISAによる在
宅採取サンプルを用いた

臨床検査

高田 康徳 医学系研究科 1,300,000
日本学術
振興会

PKR代謝制御に着目した
NASH関連肝細胞癌の発
症・進展機序解明と創薬

応用

渡辺 崇夫 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

消化管ホルモン受容体活
性化機構と相互連関

松浦 文三 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

掌蹠膿疱症の発症メカニ
ズム：初期水疱形成環境
の三次元微細構造解析と

実験モデル作成

村上 正基 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

リソソーム機能異常による
心不全発症機構の解明

山口 修 医学系研究科 1,300,000
日本学術
振興会

キメラ型抗原受容体遺伝
子導入Tリンパ球による原
発性骨髄線維症に対する

細胞免疫療法

谷本 一史 医学部附属病院 1,560,000
日本学術
振興会
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前白血病幹細胞を標的と
した小児白血病の発症予

防の試み
江口 峰斉 医学部附属病院 1,560,000

日本学術
振興会

カダバーサージカルトレー
ニングにおける消化器外
科手術に適した灌流固定

法の開発

高田 泰次 医学系研究科 1,690,000
日本学術
振興会

レジスチン遺伝子発現制
御機構におけるプロモー
ターSNP配列特異的効果

の統合的解明

大澤 春彦 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

徐放化栄養因子の経鼓
膜的鼓室内投与による高
度顔面神経麻痺新規治

療法の開発

羽藤 直人 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

静脈麻酔薬プロポフォー
ルによるT細胞代謝変化
が腫瘍免疫応答に与える

影響

萬家 俊博 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

HMGB1およびLL37含有
軟膏による糖尿病性足病
変（潰瘍）に対する治療薬

の開発

戸澤 麻美 医学部附属病院 1,300,000
日本学術
振興会

レックリングハウゼン病遺
伝子Nf1を応用した角膜
実質透明治癒に向けた治

療戦略確立

白石 敦 医学系研究科 2,990,000
日本学術
振興会

中高齢者の歯周病のリス
ク要因を解明し、全身疾
患を予防する：前向きコー

ホート研究

田中 景子 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

CXCR4システムと癌関連
線維芽細胞を標的とした
口腔癌に対する集学的治

療法の開発

栗林 伸行 医学系研究科 1,170,000
日本学術
振興会

ペアレント・メンター等の地
域資源と連携した発達障
害児の家族支援プログラ

ムの開発

西嶋 真理子 医学系研究科 650,000
日本学術
振興会

更年期女性の不定愁訴
及び行動特性の客観的
評価とヘルスリテラシーと

の関連

城賀本 晶子 医学系研究科 1,170,000
日本学術
振興会

左室駆出分画の保たれた
心不全における簡便な運
動処方と左房機能改善効

果の検討

井上 勝次 医学系研究科 1,690,000
日本学術
振興会

在宅緩和ケアコーディ
ネーターの活動上の困難
とそれを乗り越えるに至っ

た要因

吉田 美由紀 医学系研究科 390,000
日本学術
振興会

マラリア原虫スポロゾイトの
哺乳類への伝搬における
RON4の作用機序の解明

馬場 みなみ
プロテオサイエンスセ

ンター
2,210,000

日本学術
振興会

安全かつ迅速で正確な腹
腔鏡手術のための革新的
上方照明システムの有用

性の検証

高井 昭洋 医学部附属病院 1,950,000
日本学術
振興会
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インスリン抵抗性惹起因子
レジスチンを高発現する
新たな単球サブタイプの

統合的解明

池田 陽介 医学部附属病院 1,430,000
日本学術
振興会

グルタミン代謝抑制による
CD8+ T細胞の抗腫瘍活
性増強法のヒトへの応用

名部 彰悟 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

妊娠期の抗精神病薬暴
露が出生後の仔マウスへ

与える影響
吉野 祐太 医学部附属病院 1,560,000

日本学術
振興会

病態に基づく選択的SNP
を標的としたインスリン抵
抗性疾患個別化予防法

の確立

高門 美沙季 医学部附属病院 1,430,000
日本学術
振興会

3D遅延造影MRIにおける
Compressed Sensingの有

用性検討
中村 壮志 医学部附属病院 520,000

日本学術
振興会

心筋虚血評価に最適な低
侵襲心筋CT perfusion検
査の開発と臨床応用

田邊 裕貴 医学部附属病院 1,560,000
日本学術
振興会

数値流体力学を用いた解
剖学的情報による大血管

血流動態の解析
赤澤 祐介 医学部附属病院 1,300,000

日本学術
振興会

非アルコール性脂肪性肝
疾患を背景とする肝発癌
におけるB細胞活性化因

子の役割

中村 由子 医学部附属病院 2,340,000
日本学術
振興会

エピゲノムを標的とした骨
粗鬆症に対する新規治療

標的分子の探索
柳原 裕太 学術支援センター 1,690,000

日本学術
振興会

血管炎症候群の新規活
動性バイオマーカーの実
用化に向けた検証と新規

治療標的の探索

石崎 淳 医学部附属病院 1,300,000
日本学術
振興会

頭頸部扁平上皮癌浸潤・
転移におけるNHE1に関

する検討
木谷 卓史 医学部附属病院 1,690,000

日本学術
振興会

頭頸部外科手術における
次世代シミュレーショント

レーニングの開発
三谷 壮平 医学系研究科 910,000

日本学術
振興会

悪性黒色腫のAutophagy
におけるHMGB1の役割の

解析
松本 麻由 医学部附属病院 1,040,000

日本学術
振興会

動静脈奇形で高発現する
SNX9の分解促進剤の開

発
眞田 紗代子 医学部附属病院 1,430,000

日本学術
振興会

思春期におけるインター
ネット依存の病態解明と予

防マニュアルの開発
河邉 憲太郎 医学部附属病院 780,000

日本学術
振興会
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糖尿病合併がん患者の糖
尿病療養と化学療法の副
作用の自己管理支援プロ

グラム開発

寺尾 奈歩子 医学系研究科 520,000
日本学術
振興会

ミクログリアによるシナプス
貪食と異性間コミュニケー

ション行動
田中 潤也 医学系研究科 3,120,000

日本学術
振興会

サルコペニア嚥下障害の
メカニズム解明と筋萎縮予

防薬の有効性の検討
勢井 洋史 医学部附属病院 780,000

日本学術
振興会

老化T細胞除去による抗
腫瘍活性増強法の開発

松岡 祐子 医学部附属病院 1,430,000
日本学術
振興会

大動脈弁における異所性
骨芽細胞分化を司る新規
脂質代謝シグナルネット

ワークの解析

泉谷 裕則 医学系研究科 1,820,000
日本学術
振興会

衛生仮説に資する周産期
の環境要因曝露とアレル
ギー疾患の関連に関する

コーホート研究

時信 亜希子 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

PRP-hydrogelを用いた虚
血性難聴に対する新たな

治療法の開発
高木 太郎 医学部附属病院 1,430,000

日本学術
振興会

線維筋痛症患者における
認知行動療法の増強要

因の検討
小手川 雄一 医学部附属病院 2,600,000

日本学術
振興会

費用対効果分析による本
邦の心房細動治療の検証
と至適治療戦略の構築

川上 大志 医学部附属病院 1,430,000
日本学術
振興会

腫瘍随伴マクロファージが
分泌するプロサポシンによ

る癌伸展作用の解明
鍋加 浩明 医学系研究科 1,170,000

日本学術
振興会

滑膜マクロファージに着目
した関節リウマチ病態の
性差メカニズムの解明

佐伯 法学 学術支援センター 1,300,000
日本学術
振興会

マラリア原虫の受精に関
与する雄分子PyMiGSと相
互作用する雌性生殖体分

子の同定

橘 真由美
プロテオサイエンスセ

ンター
1,690,000

日本学術
振興会

Wntシグナル経路を基軸
とする気管支随伴リンパ
組織-BALT-の顕在化機

構の解明

原口 竜摩 医学系研究科 1,300,000
日本学術
振興会

サルコペニア・動脈硬化・
認知機能低下の新規治
療標的としてのAGEsの探

究

越智 雅之 医学部附属病院 910,000
日本学術
振興会

前立腺癌関連遺伝子
SPOPによるDNA複製スト
レス解消の分子基盤

前川 大志
プロテオサイエンスセ

ンター
1,300,000

日本学術
振興会
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新規エコーシートによる超
音波診断法の確立

廣岡 昌史 医学部附属病院 1,560,000
日本学術
振興会

圧縮センシングを応用し
た冠動脈MRA高速撮像

法の開発
城戸 倫之 医学系研究科 1,820,000

日本学術
振興会

B型慢性肝炎に対する
HBs抗原の消失を目指し
たワクチン治療の開発

吉田 理 医学部附属病院 1,690,000
日本学術
振興会

非アルコール性脂肪肝炎
に対する小腸脂肪酸輸送
体を標的とした新規治療

法の開発

山本 安則 医学部附属病院 1,430,000
日本学術
振興会

骨格筋と新たな組織診断
によるフォンタン術後肝合
併症の予後不良因子のス

クリーニング

小泉 洋平 医学部附属病院 1,820,000
日本学術
振興会

肝細胞がんの発がんおよ
び進展に関わるPKR関連
分子eIF2の標的治療の可

能性

日浅 陽一 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

Ｔ細胞機能の異常が誘発
する肺の恒常性破綻の分
子機構とその制御機構の

解明

桑原 誠 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

細胞骨格制御に着目した
尿毒症物質による心血管

障害の病態解明
牧田 愛祐 医学部附属病院 1,560,000

日本学術
振興会

女性ホルモン欠乏による
難治性皮膚疾患に対する
糖鎖関連治療薬の開発と

作用機序解明

武藤 潤 医学部附属病院 1,300,000
日本学術
振興会

非平衡大気圧プラズマ
（冷たいプラズマ）による皮
膚免疫抑制作用の解明

佐山 浩二 医学系研究科 2,080,000
日本学術
振興会

免疫寛容型樹状細胞の
解析と膠原病疾患への応

用
松本 卓也 医学部附属病院 1,040,000

日本学術
振興会

一本鎖抗体を応用してシ
グナルを制御する次世代
型サイトカインの作製と臨

床応用

越智 俊元 医学系研究科 1,170,000
日本学術
振興会

反複性軽度外傷性脳損
傷の白質初期病変解明

朱 鵬翔 医学系研究科 1,950,000
日本学術
振興会

T細胞早期老化モデルマ
ウスを用いたワクチン有効

率改善方法の検討
松本 哲 医学系研究科 1,300,000

日本学術
振興会

二分脊椎モデルでの薬物
療法による治療メカニズム
の二光子顕微鏡による解

析

松田 正司 医学部 1,950,000
日本学術
振興会
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Invasion nicheの酸素環境
制御による腫瘍幹細胞破

綻メカニズムの解明
渡邉 英昭 医学系研究科 780,000

日本学術
振興会

アンドロゲン減少による骨
格筋外組織からの骨格筋
量の制御メカニズムの基

盤的研究

雑賀 隆史 医学系研究科 1,430,000
日本学術
振興会

成長因子プロサポシンに
よる哺乳類二分脊椎モデ

ルでの治療

カーン モハメド
シャキル

医学系研究科 1,820,000
日本学術
振興会

音響性聴器障害モデルに
おける内耳シナプスの易
障害性のメカニズムを探る

寺岡 正人 医学部附属病院 1,560,000
日本学術
振興会

前立腺癌関連血管内皮
細胞におけるPSMAの発
現制御機構及び、その分

子機能の解明

三浦 徳宣 医学部附属病院 1,300,000
日本学術
振興会

血清細胞外小胞への
LOXL2局在を標的とした
頭頸部がん転移の新規診

断・治療の開発

矢野 元 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

認知症モデルマウスにお
ける聴覚障害の検討

岡田 昌浩 医学部附属病院 1,690,000
日本学術
振興会

ドライバー遺伝子変異の
監視による口腔潜在的悪
性疾患(OPMDs)の新規治

療戦略

内田 大亮 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

自家移植を目指した機能
性エクリン汗腺を含有する
三次元培養表皮の開発

亀田 健治 学術支援センター 1,430,000
日本学術
振興会

口腔癌リンパ節転移節外
進展における脂肪細胞の

役割
栗林 恭子 医学部附属病院 1,560,000

日本学術
振興会

ドライバー遺伝子変異の
監視による口腔潜在的悪
性疾患(OPMDs)の新規治

療戦略

内田 大亮 医学系研究科 1,950,000
日本学術
振興会

オノマトペと日常生活動作
を用いた糖尿病患者のし
びれ評価尺度の開発と指

標の明確化

赤松 公子 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

歯周病は妊娠糖尿病のリ
スク因子か？

日野 聡史 医学部附属病院 2,210,000
日本学術
振興会

筋の健常性維持システム
におけるレニン・アンジオ
テンシン系の役割と筋疾

患治療応用

岩波 純 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

不妊治療の終結における
意思決定支援モデルの検

討
崎山 貴代 医学系研究科 650,000

日本学術
振興会
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サルコイドーシスモデルマ
ウスを用いたサルコイド肉
芽腫形成過程の組織学

的解析

森川 紳之祐
プロテオサイエンスセ

ンター
2,470,000

日本学術
振興会

非破壊工学技術を応用し
た非侵襲的腎盂内圧測定

の新規開発
西村 謙一 医学部附属病院 1,040,000

日本学術
振興会

パーキンソン病における
GDF15測定の有用性の検
討と神経炎症に及ぼす作

用の解析

宮上 紀之 医学部附属病院 1,040,000
日本学術
振興会

CAR-T細胞・BiTEの直接
比較に基づく前臨床スク
リーニングモデルの構築

丸田 雅樹 医学部附属病院 1,560,000
日本学術
振興会

造影剤を用いたデジタル
PET/CTによる心サルコイ
ドーシス診断方法の開発

と応用

川口 直人 医学部附属病院 780,000
日本学術
振興会

逐次近似再構成を用いた
低侵襲Dynamic心筋CT
perfusion検査の開発

桑原 奈都美 医学部附属病院 130,000
日本学術
振興会

ミクログリアに注目した注
意欠陥多動性障害の病
態生理解明と新規治療法

の開発

城賀本 敏宏 医学系研究科 1,690,000
日本学術
振興会

ダイナミックCTP画像に３
次元トラッキング技術を適
応した冠動脈血流指標の

確立

松田 卓也 医学系研究科 1,040,000
日本学術
振興会

周術期合併症の生物学
的リスク因子解析と、機械
学習による早期警告シス

テムの開発

鈴木 康之 医学部 1,690,000
日本学術
振興会

外科領域におけるコン
ピュータ流体解析の有用

性
坂元 克考 医学部附属病院 3,640,000

日本学術
振興会

悪性グリオーマに対する
腫瘍特異的5-ALA併用超
音波力学療法―既存薬と

の相乗効果

末廣 諭 医学系研究科 1,950,000
日本学術
振興会

悪性腫瘍の浸潤転移を抑
制するタンパク質CLIC2を
もとにした膠芽腫治療薬

の開発

尾崎 沙耶 医学系研究科 2,080,000
日本学術
振興会

慢性内耳虚血の病態解
明および治療法開発

高木 太郎 医学部附属病院 1,950,000
日本学術
振興会

若年女性アスリートのエス
トロゲン分泌異常による骨
代謝障害の機序解明

池戸 葵
プロテオサイエンスセ

ンター
1,430,000

日本学術
振興会

VR/MR技術を利用した眼
窩部手術手技トレーニン

グ
三谷 亜里沙 医学系研究科 1,820,000

日本学術
振興会
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死後経過時間推定のため
の組織学的・分子細胞学

的検討
中林 ゆき 医学系研究科 1,300,000

日本学術
振興会

疾患特異的タンパク質の
分解誘導システムの開発・

応用
東山 繁樹

プロテオサイエンスセ
ンター

6,500,000
日本学術
振興会

アンドロゲンの骨格筋量
維持増加作用の分子メカ

ニズムの解明
酒井 大史

プロテオサイエンスセ
ンター

2,210,000
日本学術
振興会

PERKを介した細胞内スト
レス適応が肝細胞がん進

展に及ぼす影響
行本 敦 医学部附属病院 1,560,000

日本学術
振興会

メチル化DNAの塩基配列
特異的in situ検出技術の

開発研究
北澤 荘平 医学系研究科 3,380,000

日本学術
振興会

流体力学の理論と実験的
手法を用いた冠血流動態

の解析
清家 史靖 医学部附属病院 1,056,192

日本学術
振興会

母親を孤立させない産後
ケア創出に向けた1年間
使用可能な産後ケアニー

ズ尺度の開発

宇都宮 美加 医学系研究科 1,560,000
日本学術
振興会

マラリア原虫の赤血球侵
入期における滑走運動の

役割
矢幡 一英

プロテオサイエンスセ
ンター

1,040,000
日本学術
振興会

International translational
research for clinical
applications of novel
biodegradable ASD

occluder device using
large animals

黒部 裕嗣 医学系研究科 4,810,000
日本学術
振興会

ブロック拠点病院のない
自治体における中核拠点
病院の機能評価と体制整
備のための研究～オール
四国の体制の整備～

高田 清式 医学部附属病院 10,000,000
厚生労働

省

熱帯熱マラリア原虫の滑
走運動と赤血球侵入のメ

カニズム
矢幡 一英

プロテオサイエンスセ
ンター

5,590,000
日本学術
振興会

大規模データの利活用研
究の加速のための研究

木村 映善 医学系研究科 13,000,000
厚生労働

省

小児慢性特定疾病児童
等自立支援に資する研究

檜垣 高史 医学系研究科 11,400,000
厚生労働

省

腫瘍微小環境を標的とし
て革新的キメラ抗原受容
体T細胞療法の検証

越智 俊元 医学系研究科 3,575,000
日本医療
研究開発

機構

高分化能を保有する新型
ヒトiPS細胞T-iPS細胞の 加藤 英政 医学系研究科 14,300,000

日本医療
研究開発
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(注) 1

2

3 「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なも
のを記入すること。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入する
こと。

日本医療
研究開発

機構

日本医療
研究開発

機構

日本医療
研究開発

機構

日本医療
研究開発

機構

高齢中高度難聴者の
QOLを改善する革新的骨
導補聴デバイスの開発

日本医療
研究開発

機構

福山型筋ジストロフィーお
よび類縁の糖鎖異常型筋
ジストロフィーに対する糖

鎖補充療法の開発

金川 基 医学系研究科 23,140,000

ヒトiPS細胞T-iPS細胞の
有用性実証研究

加藤 英政 医学系研究科 14,300,000 研究開発
機構

羽藤 直人 医学系研究科 8,689,200

機械受容応答を支える
膜・糖鎖環境の解明と筋

疾患治療への展開
金川 基 医学系研究科 15,600,000

病原性メモリーTh2細胞を
標的とした難治性アレル

ギー治療薬の探索
山下 政克 医学系研究科 10,270,000

B型肝炎患者のドラッグフ
リーを目指した免疫治療

法の開発
日浅 陽一 医学系研究科 7,800,000
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Nakamoto H,
Katanosaka Y,
Chijimatsu R, et al.

医化学・細胞生物学
Angiotensin II and Amyloid-beta Synergistically Induce Brain Vascular Smooth Muscle Cell
Senescence.

Nagasawa T, Horitani M,
Kawaguchi SI, et al.

Am J Hypertens. 2021 May 22;34(5):552-
562. doi: 10.1093/ajh/hpaa218.

FEBS Open Bio. 2021 Nov;11(11):3081-
3089. doi: 10.1002/2211-5463.13301.

The molecular mechanism of phytosphingosine binding to FFAR4/GPR120 differs from that
of other fatty acids.

PSMA-positive membranes secreted from prostate cancer cells have potency to transform
vascular endothelial cells into an angiogenic state.

Non-microtubule tubulin-based backbone and subordinate components of postsynaptic
density lattices.

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

Nakamoto H,
Katanosaka Y,
Chijimatsu R, et al.

医化学・細胞生物学
Involvement of Transient Receptor Potential Vanilloid Channel 2 in the Induction of Lubricin
and Suppression of Ectopic Endochondral Ossification in Mouse Articular Cartilage

雑誌名・
出版年月等

Arthritis Rheumatol. 2021 Aug;73(8):1441-
1450. doi: 10.1002/art.41684.

生化学・分子遺伝学

Prostate. 2021 Dec;81(16):1390-1401. doi:
10.1002/pros.24237.

Life Sci Alliance. 2021 May
18;4(7):e202000945. doi:
10.26508/lsa.202000945. Print 2021 Jul.

Functionally confirmed compound heterozygous ADAM17 missense loss-of-function
variants cause neonatal inflammatory skin and bowel disease 1.

Watanabe R, Maekawa
M, Kiyoi T,et al.

生化学・分子遺伝学

Suzuki T, Terada N,
Higashiyama S,et al.

生化学・分子遺伝学

Generation of CSF1-Independent Ramified Microglia-Like Cells from Leptomeninges In
Vitro

CD44 expression in the tumor periphery predicts the responsiveness to bevacizumab in the
treatment of recurrent glioblastoma

Imoto I, Saito M, Suga
K, et al.

生化学・分子遺伝学
Sci Rep. 2021 May 5;11(1):9552. doi:
10.1038/s41598-021-89063-0.

Junya Tanaka, Hisaaki Takahashi, Hajime Yano分子細胞生理学 Cells :10: 24. DOI: 10.3390/cells10010024

Masahiro Nishikawa,
Akihiro Inoue, Takanori
Ohnishi, et al.

分子細胞生理学
Cancer Medicine10: 2013-2025 DOI:
10.1002/cam4.3767

Saya Ozaki, Akihiro
Umakoshi, Hajime Yano,
et al.

分子細胞生理学
Neoplasia 23: 754-765 DOI:
10.1016/j.neo.2021.06.001

Yoshiaki Sugihara,
Naoto Inai, Thomas
Baumgartner, et al.

分子病態医学
Chem Sci. 2021 Mar 25;12(18):6333-6341.
doi:10.1039/D1SC00827G

Chloride intracellular channel protein 2 is secreted and inhibits MMP14 activity, while
preventing tumor cell invasion and metastasis

Donor–acceptor–acceptor-type near-infrared fluorophores that contain dithienophosphole
oxide and boryl groups: Effect of the boryl group on the nonradiative decay

Sota Takanezawa,
Takashi Saitou, Takeshi
Imamura

分子病態医学
Nat Commun. 2021 May 20;12(1):2979.
doi:10.1038/s41467-021-23249-y

Tetsushi Murakami,
Nobuyuki Tanaka,
Kimiharu Takamatsu, et

分子病態医学
Cancer Immunol Immunother. 2021
Oct;70(10):3001-3013. Epub 2021 Jul 14. 
doi:10.1007/s00262-021-03006-2

Wide Field Light-Sheet Microscopy with Lens-axicon Controlled Two-photon Bessel Beam
Illumination

Multiplexed single‑cell pathology reveals the association of CD8 T‑cell heterogeneity with
prognostic outcomes in renal cell carcinoma

Kimiharu Takamatsu,
Nobuyuki Tanaka,
Kyohei Hakozaki, et al.

分子病態医学
Nat Commun. 2021 Sep 20;12(1):5547.
doi:10.1038/s41467-021-25865-0

Takenaka, K., Onishi, Y.,
Mori, T., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Transplant Cell Ther. 27(1): 82.e1-82.e8

Profiling the inhibitory receptors LAG-3, TIM-3, and TIGIT in renal cell carcinoma reveals
malignancy

Negative Impact of Cytomegalovirus Reactivation on Survival in Adult Patients with
Aplastic Anemia after an Allogeneic Hematopoietic Stem Cell Transplantation.

Suemori, K., Saijo, M.,
Yamanaka, A.,et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター PLoS Negl Trop Dis. 15(2): e0009103

Ochi, T., Maruta, M.,
Tanimoto, K., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Commun Biol. 4(1): 273

A multicenter non-randomized, uncontrolled single arm trial for evaluation of the efficacy
and the safety of the treatment with favipiravir for patients with severe fever with
thrombocytopenia syndrome.

A single-chain antibody generation system yielding CAR-T cells with superior antitumor
function.

Nakamura, Y.,
Takenaka, K., Yamazaki,
H., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Int J Hematol. 113(1): 122-127

Onishi, Y., Mori, T.,
Yamazaki, H., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Ann Hematol. 100(1): 217-228

Outcome of allogeneic hematopoietic stem cell transplantation in adult patients with
paroxysmal nocturnal hemoglobinuria.

Cyclosporine/methotrexate versus tacrolimus/methotrexate with or without anti-
thymocyte globulin as GVHD prophylaxis in adult patients with aplastic anemia.

Iriguchi, S., Yasui, Y.,
Kawai, Y., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Nat Commun. 12(1): 430

Kikuchi, R., Tsuboi, N.,
Sada, KE., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Ann Clin Biochem. 58(2): 86-94

A clinically applicable and scalable method to regenerate T-cells from iPSCs for off-the-
shelf T-cell immunotherapy.

Vascular endothelial growth factor (VEGF)-A and VEGF-A 165 b are associated with time
to remission of granulomatosis with polyangiitis in a nationwide Japanese prospective
cohort study.

Mori, Y., Jinnouchi, F.,
Takenaka, K., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Bone Marrow Transplant. 56(4): 853-862

Yokoe, Y., Tsuboi, N.,
Imaizumi, T., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Nephrol Dial Transplant. 36(8): 1452-1463

Efficacy of prophylactic letermovir for cytomegalovirus reactivation in hematopoietic cell
transplantation: a multicenter real-world data.

Clinical impact of urinary CD11b and CD163 on the renal outcomes of anti-neutrophil
cytoplasmic antibody-associated glomerulonephritis.

Tatsuya Konishi,
Noritaka Sekiya, Yuki
Otsuka,et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Int J Hematol. 114(2): 263-270

Iwamoto, C., Ohuchida,
K., Shinkawa, T., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Cancer Lett. 512: 15-27

Changes in vaccination strategies contribute to the development of invasive pneumococcal
disease in allogeneic hematopoietic stem cell transplantation recipients: a retrospective
study for promoting vaccination.

Bone marrow-derived macrophages converted into cancer-associated fibroblast-like cells
promote pancreatic cancer progression.

Yasuda, S., Najima, Y.,
Konishi, T., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター Leuk Res. 108: 106627

Kataoka, Y., Anan, K.,
Taito, S., et al.

血液・免疫・感染症内科学、造血細胞移植センター J Clin Epidemiol. 138: 22-31

Outcome of allogeneic hematopoietic stem cell transplantation for T-cell lymphoblastic
leukemia/lymphoma: A single-center study.

Quality of clinical practice guidelines in Japan remains low: A cross-sectional meta-
epidemiological study.

Higashioka, M., Sakata,
S., Honda, T.,et al.

糖尿病内科学
J Atheroscler Thromb. 2021 Jan 1;28(1):79-
89. doi: 10.5551/jat.55350.

Kawamura, R., Tabara,
Y., Takata, Y.,et al.

糖尿病内科学
Diabetol Int 2021 Aug 12;13(1):201-208. doi:
10.1007/s13340-021-00523-4.

The Association of Small Dense Low-Density Lipoprotein Cholesterol and Coronary Heart
Disease in Subjects at High Cardiovascular Risk.

Association of a SNP in the IAPP gene and hyperglycemia on beta-cell dysfunction in type
2 diabetes: the Toon Genome Study.

Uesugi, Y., Maruyama,
K., Saito, I., et al.

糖尿病内科学
Healthcare 2021 Jul 24;9(8):933. doi:
10.3390/healthcare9080933.

Takata, Y., Kawamura,
R., Osawa, H., et al.

糖尿病内科学
BMJ Open Diabetes Res Care 2021
Dec;9(2):e002467. doi: 10.1136/bmjdrc-
2021-002467.

A cross-sectional study of the relationship of Timed Up & Go Test with physical
characteristics and physical activity in healthy Japanese: The Toon Health Study.

Insulin receptor cleavage induced by estrogen impairs insulin signaling.

Sugimoto K, Ikegami H,
Takata Y, et al.

糖尿病内科学
J Am Med Dir Assoc 2021 Apr;22(4):834-
838.e1. doi: 10.1016/j.jamda.2020.11.003.

Hashimoto N, Yasui-
Furukori N, Hasegawa
N, et al.

精神神経科学
Asian J Psychiatr. 2021 Sep;63:102744. doi:
10.1016/j.ajp.2021.102744.

Glycemic Control and Insulin Improve Muscle Mass and Gait Speed in Type 2 Diabetes: The
MUSCLES-DM Study.
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NBEA.

Morikawa T, Ohishi H,
Kosaka K,et al.

脳神経内科・老年医学 Biosci Rep 41: BSR20204171

Kawamoto R, Kikuchi A,
Akase T, et al.

地域医療学 J Clin Lab Anal. 2021; 35(6): e23812.

Ddhd1 knockout mouse as a model of locomotive and physiological abnormality in familial
spastic paraplegia.

Alcohol consumption and serum uric acid are synergistically associated with renal
dysfunction among community-dwelling persons.

Kawamoto R, Kikuchi A,
Akase T, et al.

地域医療学 Lipids Health Dis. 2021; 20(1): 105.

Kawamoto R, Kikuchi A,
Akase T, et al.

地域医療学 Eur Geriatr Med. 2021; 12(6): 1191-1200.

Low density lipoprotein cholesterol and all-cause mortality rate: findings from a study on
Japanese community-dwelling persons.

Thigh circumference and handgrip strength are significantly associated with all-cause
mortality: findings from a study on Japanese community-dwelling persons.

Hamada M, Shigematsu
Y, Nakata S, et al.

地域救急医療学 ESC Heart Fail. 2021; 8: 1378-1387.

Hamada M, Shigematsu
Y, Ikeda S, et al.

地域救急医療学
ESC Heart Fail. 2021. (Online ahead of
print).

Predicting the clinical course in hypertrophic cardiomyopathy using thallium-201 myocardial
scintigraphy.

Impact of cibenzoline treatment on left ventricular remodelling and prognosis in
hypertrophic obstructive cardiomyopathy.

Sueda S, Sakaue T. 地域救急医療学 Intern Med. 2021 Feb 15.

Shiraishi K, Furukawa
S, Yagi S, et al.

地域救急医療学
Int J Colorectal Dis. 2021 Feb;36(2):377-
382.

Sex-related Differences in Patients with Positive Coronary Spasm as Identified by
Acetylcholine Testing.

Association between serum bilirubin and mucosal healing among Japanese patients with
ulcerative colitis: a cross-sectional study.

Koizumi M, Watanabe T,
Masumoto J, et al.

地域救急医療学 Scientific Reports. 2021;11(1):22351.

Terao T, Kumagi T,
Hyodo I, et al.

地域救急医療学 Medicine. 2021;109(43):e27591.

Apoptosis-associated speck-like protein containing a CARD regulates the growth of
pancreatic ductal adenocarcinoma.

Pancreato-Cholangiology (EPOCH) Study Group. Simple prognostic markers for optimal
treatment of patients with unresectable pancreatic cancer.

Imamura Y, Kumagi T,
Kuroda T, et al.

地域救急医療学 Hepatol Res. 2021;51(7):775-785.

Sueda S, Sakaue T. 地域救急医療学 Heart Vessels. 2021 Dec;36(12):1804-1810.

Pancreas stiffness in liver cirrhosis is an indicator of insulin secretion caused by portal
hypertension and pancreatic congestion.

Coronary artery spasm-induced acute myocardial infarction in patients with myocardial
infarction with non-obstructive coronary arteries.

Sueda S, Fujimoto K,
Sasaki Y, et al.

地域救急医療学 Intern Med. 2019 Jan 1;58(1):21-30.

Sueda S, Sakaue T. 地域救急医療学 Heart Vessels. 2021 Jun;36(6):749-755.

Catheter-induced Spasm in the Proximal Right Coronary Artery.

Coincidence between spontaneous and inducible coronary spasm: acetylcholine test is
clinically valued for diagnosing coronary spasm.

Takahashi K, Sasaki D,
Yamashita M, et al.

地域救急医療学
Journal of Nuclear Cardiology.
https://doi.org/10.1007/s12350-021-
02890-6.(Online ahead of print)

Matsumoto H, Takeba
J, Umakoshi K, et al.

救急航空医療学
Thromb J. 19:17. doi: 10.1186/s12959-021-
00270-1.

Amyloid deposit corresponds to technetium-99mpyrophosphate accumulation in abdominal
fat of patients with transthyretin cardiac amyloidosis.

ADAMTS13 activity decreases in the early phase of trauma associated with coagulopathy
and systemic inflammation: a prospective observational study.

Kamao T, Zheng X,
Shiraishi A.

視機能再生学 BMC Ophthalmol. Feb 25; 21(1): 103, 2021.

Miyake T, Miyazaki M,
Yoshida O, et al.

地域生活習慣病・内分泌講座 BMC Gastroenterol 21: 170, 2021

Outcomes of bicanalicular nasal stent inserted by sheath-guided dacryoendoscope in
patients with lacrimal passage obstruction: a retrospective observational study.

Relationship between body composition and the histology of non-alcoholic fatty liver
disease: a cross-sectional study

Miyake T, Matsuura B,
Furukawa S, et al.

地域生活習慣病・内分泌講座 J Diabetes Investig 12: 1890-1898, 2021

Hiraoka A, Kato M,
Marui K,et al.

地域生活習慣病・内分泌講座 Cancer Med 10: 3584-3592, 2021

Non-alcoholic fatty liver disease is a risk factor for glucose intolerance onset in men
regardless of alanine aminotransferase status

Easy clinical predictor for low BCAA to tyrosine ratio in chronic liver disease patients with
hepatocellular carcinoma: Usefulness of ALBI score as nutritional prognostic marker

Hiraoka A, Onishi M,
Koyama S, et al.

地域生活習慣病・内分泌講座 Intern Med 60: 3195-3203, 2021

Hanayama M,
Yamamoto Y,
Utsunomiya H, et al.

地域生活習慣病・内分泌講座 Sci Rep 11: 13380, 2021

Factors related to sleeping disorder due to pruritus in patients with chronic liver disease

The mechanism of increased intestinal palmitic acid absorption and its impact on hepatic
stellate cell activation in nonalcoholic steatohepatitis

Kitahata S, Yamamoto
Y, Yoshida O, et al.

地域消化器免疫医療学
Sci Rep. 2021 Oct 5;11(1):19705. doi:
10.1038/s41598-021-99314-9.

Furukawa S, Ikeda Y,
Yagi S, et al.

地域消化器免疫医療学
Clin Transl Gastroenterol. 2021 Nov
18;12(11):e00429. doi:
10.14309/ctg.0000000000000429.

Ileal mucosa-associated microbiota overgrowth associated with pathogenesis of primary
biliary cholangitis.

Association Between Peripheral Blood Monocyte Count and Mucosal Healing in Japanese
Patients With Ulcerative Colitis.

Yamamoto Y, Furukawa
S, Watanabe J,et al.

地域消化器免疫医療学
Dig Dis Sci. 2021 Oct 7. doi:
10.1007/s10620-021-07260-3.

Furukawa S, Yagi S,
Shiraishi K, et al.

地域消化器免疫医療学
BMC Gastroenterol. 2021 Apr 7;21(1):152.
doi: 10.1186/s12876-021-01724-6.

Positive Association Between Sleep Disturbance and Prevalence of Functional Dyspepsia
in Japanese Young People.

The inverse association between unhealthy eating habit and mucosal healing among
patients with ulcerative colitis.

Yagi S, Furukawa S,
Shiraishi K, et al.

地域消化器免疫医療学
BMJ Open Gastroenterol. 2021
Jun;8(1):e000662. doi: 10.1136/bmjgast-
2021-000662.

Furukawa S, Yamamoto
Y, Watanabe J, et al.

地域消化器免疫医療学
Dig Dis Sci. 2021 May 4. doi:
10.1007/s10620-021-07017-y.

Effect of disease duration on the association between serum albumin and mucosal healing
in patients with ulcerative colitis.

Frequency, Intensity, and Partner of Exercise Habit Is Inversely Associated with Functional
Dyspepsia in Young Japanese Population.

Watanabe J, Furukawa
S, Yagi S, et al.

地域消化器免疫医療学
Ann Gastroenterol. 2021 Nov-
Dec;34(6):796-801. doi:
10.20524/aog.2021.0663.

van der Kamp LT,
Rinkel GJE, Verbaan D,
et al.

脳神経先端医療学 JAMA Neurol. 78: 1228-1235, 2021

Time spent per day in strenuous activity and total physical activity are inversely associated
with mucosal healing but not with clinical remission in patients with ulcerative colitis.

Risk of Rupture After Intracranial Aneurysm Growth.

Igase M, Igase K, Okada
Y, et al.

脳神経先端医療学 J Am Heart Assoc. 10: e018626, 2021

Nogami N, Barlesi F,
Socinski MA, et al.

地域胸部疾患治療学
J Thorac Oncol. 2021 Oct 6;S1556-
0864(21)03217-
2.doi:10.1016/j.jtho.2021.09.014. Online

Low Carotid Flow Pulsatility Index Correlates With the Presence of Unruptured Intracranial
Aneurysms.

IMpower150 Final Exploratory Analyses for Atezolizumab Plus Bevacizumab and
Chemotherapy in Key NSCLC Patient Subgroups With EGFR Mutations or Metastases in
the Liver or Brain.

Kurata T, Nakagawa K,
Satouchi M, et al.

地域胸部疾患治療学
Cancer Treat Res Commun.
2021;29:100458. doi:
10.1016/j.ctarc.2021.100458. Epub 2021

Socinski MA, Nishio M,
Jotte RM, et al.

地域胸部疾患治療学 J Thorac Oncol. 2021;16(11):1909-1924.

Phase 1 study of pembrolizumab plus chemotherapy as first-line treatment in Japanese
patients with advanced NSCLC.

IMpower150 Final Overall Survival Analyses for Atezolizumab Plus Bevacizumab and
Chemotherapy in First-Line Metastatic Nonsquamous NSCLC.

Syaifullah AH, Shiino A,
Fujiyoshi A, et al.

脳神経内科・老年医学 Alcohol 90: 57-65
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 計 件

(注) 1

2

Construction of à la carte QconCAT protein standards for multiplexed quantification of
user-specified target proteins

De novo reconstitution of chromatin using wheat germ cell-free protein synthesis

Usefulness of tissue inhibitor of metalloproteinase 1 as a predictor of sustained remission
in patients with antineutrophil cytoplasmic antibody-associated vasculitis.

Application of Quantitative NMR Spectroscopy to the Quality Evaluation of Diclofenac
Gargles as Hospital Preparations

Impact of urinary albumin excretion on the onset of adverse reactions to vancomycin
hydrochloride

「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

学術支援センター動物実験部門

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特
定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等で
あっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。
七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

雑誌名・
出版年月等

Ishizaki J, Takemori A,
Horie K, et al.

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

Arthritis Res Ther. Mar 20;23(1):91. doi:
10.1186/s13075-021-02471-5.

題名発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。

記載例： Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9 / Lancet. 2015 Dec (オンライン）

記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

Ninomiya T, Nogami N,
Kozuki T, et al.

地域胸部疾患治療学 Jpn J Clin Oncol. 2021;51(8):1269-1276.

Horinouchi H, Nogami
N, Saka H, et al.

地域胸部疾患治療学 Cancer Sci. 2021;112(8):3255-3265.

Survival of chemo-naïve patients with EGFR mutation-positive advanced non-small cell
lung cancer after treatment with afatinib and bevacizumab: updates from the Okayama Lung
Cancer Study Group Trial 1404.

Pembrolizumab plus pemetrexed-platinum for metastatic nonsquamous non-small-cell lung
cancer: KEYNOTE-189 Japan Study.

Yoh K, Seto T,
Satouchi M, et al.

地域胸部疾患治療学 Lung Cancer. 2021;155:40-45.

Tamai Y, Ohto H,
Yasuda H, et al.

輸血・細胞治療部 Transfusion. 61(9): 2718-2726

Final survival results for the LURET phase II study of vandetanib in previously treated
patients with RET-rearranged advanced non-small cell lung cancer.

Allo-anti-M: detection peaks around 2 years of age, but may be attenuated by red blood
cell transfusion.

Kitazawa R, Haraguchi
R, Kohara Y, et al.

病理部 Biochem Biophys Res Commun 572:86-91

Kameyama A, Ye J,
Shimomura A,et al.

病理部 Pancreatology 8:1506-1515

RANK-NFATc1 Signaling Forms Positive Feedback Loop on Rank Gene Expression via
Functional NFATc1 Responsive Element in Rank Gene Promoter

Reproducibility and Prognostic Significance of Area of Residual Tumor (ART) in Post-
neoadjuvant Resections of Pancreatic Ductal Adenocarcinoma

Inoue A, Ohnishi T,
Kohno S, et al.

病理部 Neurosurg Rev. 44(1):587-597.

Fujii T, Wada M, Hasebe
S, et al.

緩和ケアセンター Geriatr Gerontol Int. 21:1105-1110

Met-PET uptake index for total tumor resection: identification of 11C-methionine uptake
index as a goal for total tumor resection including infiltrating tumor cells in glioblastom

Treatment and prognosis of patients with both cancer and impaired decision. ~patient with
both cancer and dementia making as a symptom of dementia~

Nishiyama K, Maekawa
M, Nakagita T, et al.

乳腺センター Life Sci Alliance 2021;4(9):e202101095

Junichi
Shimamura,Tomohiro
Nishinaka, Toshihide

循環器病センター
J Artif Organs. 2021 Dec;24(4) 419-424.
doi: 10.1007/s10047-021-01265-5. Epub
2021 Apr 6

CNKSR1 serves as a scaffold to activate an EGFR phosphatase via exclusive interaction
with RhoB-GTP.

Assessment of ocular blood flow in continuous-flow ventricular assist device by laser
speckle flowgraphy.

Ginjiro Kato， Hidemichi
Mitome，Saki
Shigematsu， et al.

医療薬学講座・薬剤部
Journal of Oncology Pharmacy Practice，
2021 Oct 28．doi:
10.1177/10781552211042525

Mami Uchida，Soichiro
Ushio，Takahiro
Niimura，et al.

医療薬学講座・薬剤部
Biological and Pharmaceutical Bulletin，
2022 Feb 1；45(2)：226-234． doi:
10.1248/bpb.b21-00852

Degradation and inactivation efficacy of ozone water for antineoplastic drugs in hospital
settings

Renin-angiotensin-aldosterone system inhibitors prevent the onset of oxaliplatin-induced
peripheral neuropathy: A retrospective multicenter study and in vitro evaluation

Kazuki Akira，Ayaka
Nohara，Yuka
Utsunomiya，et al.

医療薬学講座・薬剤部
Chemical and Pharmaceutical Bulletin，
2021；69(8)：721-726．doi:
10.1248/cpb.c21-00079

Hiroshi Kimura，Akihiro
Tanaka，Shinichi
Watanabe，et al.

医療薬学講座・薬剤部
International Journal of Clinical
Pharmacology and Therapeutics，2021 Jun；
59(6)：428-432．doi: 10.5414/CP203872

Endo Y, Takemori N,
Nagy SK, et al.

学術支援センター動物実験部門
FEBS Open Bio. Jun;11(6):1552-1564. doi:
10.1002/2211-5463.13178. Epub 2021 May
16.

Iori Sakakibara, Yuta
Yanagihara, Koichi
Himori, et al.

学術支援センター動物実験部門
iScience 13;24(4):102303. 2021. doi:
10.1016/j.isci.2021.102303

Johnson J, Harman VM,
Franco C, et al.

学術支援センター動物実験部門
BMC Biol. Sep 8;19(1):195. doi:
10.1186/s12915-021-01135-9.

Myofiber androgen receptor increases muscle strength mediated by a skeletal muscle
splicing variant of Mylk4



(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無

・ 手順書の主な内容

研究者等の責務等、病院長の責務等、倫理審査委員会、研究の適正な実施等、

研究の信頼性確保、重篤な有害事象への対応に関する手順、個人情報等、

研究実施に関する窓口

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況

○有 ・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無

・ 規定の主な内容

利益相反管理の対象、利益相反委員会、利益相反相談室、自己申告書の提出等の手続き

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況

年12回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年1回

・研修の主な内容

【新しい臨床研究倫理指針「人を対象とする生命医学・医学系研究に関する倫理指針」について】

(注）前年度の実績を記載すること。
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高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

第一内科 【血液内科】【膠原病・リウマチ内科】【感染症内科】

第一内科の専門領域は、血液、膠原病・リウマチ、感染症である。カンファレンスやセミナーを

頻回に開催し、内科学会総合内科専門医、血液学会専門医、リウマチ学会専門医、感染症学会専

門医を取得できるように、研修・指導を行っている。また、最近社会的ニーズが非常に高い臨床

腫瘍学会がん薬物療法専門医の育成にも努力している。

第二内科 【循環器内科】【呼吸器内科】【腎臓内科】

当科に所属する日本内科学会総合内科専門医、日本循環学会専門医、日本呼吸器学会専門医、

日本腎臓専門医、日本老年病専門医、日本臨床遺伝専門医、日本アレルギー学会専門医、日本不

整脈学会専門医、日本高血圧学会専門医が血管機能解析、腎生検、血液浄化療法、肺癌化学療法

、経気管支鏡的肺生検・吸引針生検、冠動脈形成術、心臓再同期療法、心筋焼灼療法等の高度医

療を指導し、専門医の育成を行っている。

第三内科 【消化器内科】【肝臓内科】【内分泌代謝内科】

この領域は、第三内科が研修を担当する。消化器病として消化管・肝・胆・膵領域、甲状腺・副

腎皮質などの内分泌領域、糖尿病をはじめとする糖代謝、脂質代謝、尿酸代謝、金属代謝などの

代謝領域、および栄養学の研修を指導した。研修では各々の領域の患者に対して先端的な診療、

検査に触れるとともに、カンファレンスを通して理解を深め、目標を持ち自律的意欲的に研修、

習得する医師の養成を目指している。当科のスタッフは日本内科学会指導医、日本消化器病学会

指導医、日本肝臓学会指導医、日本超音波学会指導医、日本消化器内視鏡学会指導医、日本糖尿

病学会指導医、日本内分泌学会指導医。日本アレルギー学会指導医、日本病態栄養学会専門医、

ＮＳＴ稼働施設責任者等の各種指導資格を有しており、各領域の専門研修による専門医の育成と

ともに、内科を幅広く柔軟に診療できる内科医の育成を目指して研修・指導を行っている。

脳神経内科【老年・神経内科】

神経内科、老年病、脳卒中、認知症などの専門医が、神経疾患、脳卒中や認知症の診療を教育し

た。入院診療では、免疫性神経疾患や変性疾患などを主体として、神経学的診察、末梢神経・中

枢神経の電気生理検査、針筋電図や超音波検査(頸部血管、経頭蓋、経食道)などの専門手技の研

修を行った。また、認知症診療では、愛媛県認知症疾患医療センターやもの忘れ外来診療を中心

に、薬物治療や介護保険の利用法、その他の社会支援制度利用や生活指導の方法などの教育を行

っている。

糖尿病内科・臨床検査医学【糖尿病内科】

糖尿病専門医・指導医、内科専門医・指導医による専門的かつ総合的な研修を実施している。具

体的には、１型糖尿病の診断・管理、急性代謝異常の診断・管理、２型糖尿病の診断・管理、そ

の他特定の型（２次性）糖尿病の診断・管理、糖尿病合併妊娠及び妊娠糖尿病の診断・管理、周

術期の血糖管理、持続皮下インスリン注入療法（CSII）を用いた血糖管理、持続血糖測定（CGM)

を用いた血糖管理、ならびに糖尿病合併症の診断・治療・管理・予防教育を行っている。

臨床薬理神経内科【薬物療法・神経内科】

脳神経疾患の診断・治療・教育研修とともに、特に難治性神経疾患の治療薬の研究・開発・研修

を行っている。また、臨床研究に必要な手法の研究開発と基盤整備、および法務上必要な研修、

指導を行っている。研修後に総合内科専門医、神経内科専門医、認知症専門医、頭痛専門医、臨

床薬理専門医を取得している。



【精神科】

大学病院及び関連病院にて研修を行っている。後期研修以降は、それぞれのサブスペシャリティ

を決定し、その分野で研鑽をつみ、精神科医としての技能や知識を習得する。また、下記の項目

にも重点をおく。

1. 児童思春期、青年期、老年期のそれぞれの年代の症例、また器質性、機能性、反応性の各

精神障害の症例すべての臨床経験を獲得するよう主治医としてかかわる。

2. 臨床研究として、学会発表を行う。

3. 国内・国際学会、教室内外の勉強会に参加する。

4. クロザピン投与、修正型電気けいれん療法、光トポグラフィーなど極めて専門性の高い検

査・治療に携わる。

また、臨床経験5年後には、精神保健指定医を取得し、日本精神神経学会専門医の獲得ができるよ

う環境を整えている。

小児科 【小児科】

後期研修1年目より専門医の取得を目指し小児の各分野の高度医療を実践する。特に新生児の管理

・治療、小児がんの造血細胞移植などの高度医療、循環器疾患のインターベンション治療を含め

た高度医療、難治性神経疾患の治療、遺伝性疾患の遺伝カウンセリングなどの他、感染症、内分

泌・代謝、アレルギー、腎、膠原病などの幅広い小児科の分野の研修を行っている。また研修期

間中は予防接種、健診などの予防医療についても研修を行っている。

消化器腫瘍外科 【消化器腫瘍外科】

消化器（主に消化管）癌に対する外科的治療（開腹、内視鏡、ロボット支援手術）を系統的に学

び、更に化学療法、放射線治療などの集学的治療による治療戦略を学ぶことができる臨床研修を

行う。外科専門医のみならず内視鏡外科技術認定医を目指した高度な手術技術を指導する。ドラ

イラボ、アニマルラボ、シミュレータ、カダバーによる習熟度に応じた手術指導も定期的に開催

し、スキルアップを図る体制を用意している。

肝胆膵・乳腺移植外科 【肝臓外科】【胆のう外科】【膵臓外科】【乳腺外科】【移植外科】

肝臓、胆のう、膵臓疾患について、画像診断から治療方針の決定、外科治療など消化器外科専門

医並びに消化器病専門医及び肝胆膵外科高度専門医を取得できるように、研修、指導を行ってい

る。

心臓血管・呼吸器外科 【心臓血管外科】【呼吸器外科】

１． 心臓血管外科においては、外科専門医、心臓血管外科専門医の資格の取得に必要な、経験

、技術、知識、人間性を習得することを目標として、将来、専門医として社会貢献できる医師を

目指す研修を行っている。

２． 呼吸器外科においては、外科専門医、呼吸器外科専門医の取得が可能。呼吸器外科疾患の

適切な診断能力と治療方針はもちろん、呼吸器センターの一員として、あらゆる状況において応

用可能な能力を身につける研修を行っている。

脳神経外科 【脳神経外科】

日本脳神経外科学会研修プログラムに則って、研修指導医の下で、脳神経外科の診断と治療に必

要な知識と基本的技術を習得させるため、基本診療科の一つとして、愛媛大学と関連連携施設で

研修をすすめる。当施設では脳卒中センター、脊椎センター、手術手技研修センターにおいて、

脳卒中の急性期治療（脳血管内治療を含む）、脊椎・脊髄疾患の診療、手術に必要な微小解剖の

トレーニングを中心としている。脳腫瘍・脳血管疾患、脊椎。脊髄の主要な疾患の他に、小児脳

神経外科、機能神経外科、感染症などの田崎な疾患群全てを研修可能である。それによって、脳

神経外科専門医取得にあたっての、十分な臨床経験を積める環境が整っている。



整形外科 【整形外科】

運動器疾患全般に関して、科学的知識と高い社会的倫理観を備えた医師を養成すべく、進歩する

医学知識と最新の医療技術を研鑚させた。特に以下の3点に重点を置いた教育を行っている。

１， 高齢者のQOLを支える医療

２， エビデンスに基づく幅広い治療方針

３， 水準の高い治療で早期の社会復帰をサポート

さらに、整形外科専門医習得に必要な臨床症例の経験と論文作成・学術発表の指導も行っている

。

皮膚科 【皮膚科】【形成外科】

皮膚科学会、形成外科学会の研修施設認定を受けている。皮膚科では湿疹や感染症などの日常的

疾患から、皮膚がん、自己免疫性疾患、重症薬疹、先天性疾患などの希少疾患までを対象とした

総括的かつ専門性の高い研修を行っている。必要研修期間終了時には専門医の取得が可能である

。形成外科では小児の先天性疾患からマイクロサージャリーによる再建手術まで、広範囲かつ高

度な専門的な技術を習得できる研修を行っている。いずれも必要研修期間終了時には専門医の取

得が可能であり、その後さらに皮膚腫瘍外科専門医、レーザー専門医、頭蓋顎顔面外科専門医な

どの取得も可能である。

泌尿器科 【泌尿器科】

副腎、尿路、男性生殖器の診断、治療に関する研修を行う。効率的に泌尿器科医としての研修を

受け、10年間の研修を修了すれば、泌尿器科医として独り立ちできるように県下基幹病院と協力

して独自の研修システムを整備してる。その中で当科では、腎や副腎、膀胱などの鏡視下手術、

ロポットを用いた前立腺手術、各種開腹手術、尿路結石や膀胱癌に対しての内視鏡的手術、婦人

科泌尿器科手術、慢性腎不全に導入から腎移植までの研修を行っている。また、尿路上皮癌や前

立腺癌に対する抗癌化学療法や放射線治療なども、全国的にもリーダー的存在で、専門性の高い

研修を行っている。

眼科 【眼科】

日本眼科学会の研修プログラム基幹研修施設として眼科指導医のもとで、眼科学の進歩に応じて

、眼科医の知識と医療技術を高め、すぐれた眼科医を養成するための指導を行っている。研修プ

ログラムでは、外来患者および年間1000例以上の手術症例を中心に、眼科一般の診断と治療に必

要な知識と基本的技術を取得させる内容となっている。また、高度な医療技術、特に難易度の高

い手術のための知識やその実行には、頭頸部のより高度な解剖学的知識が要求されるため、御遺

体を用いて以下の涙道手術手技研修を行っている。

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 【耳鼻咽喉科】

日本耳鼻咽喉科学会の研修施設認定を受けており、耳鼻咽喉科学ならびにその関連領域におけ

る医学の進歩に応じて、耳鼻咽喉科医の知識と医療技術を高め、すぐれた耳鼻咽喉科医の養成を

図った。研修プログラムには、耳、鼻・副鼻腔、口腔咽喉頭、頭頸部の各領域における十分な専

門性を有する指導医をおき、年間500例以上の手術症例を中心に研修を行った。人工内耳などの最

先端耳鼻咽喉科医療の指導体制も充実している。

放射線科 【放射線診断分野】【放射線治療分野】

１. 診断専門医は、画像診断（X線、CT、MRI、超音波等）、核医学、インターベンションラジ

オロジー(IVR)の専門的知識と診療技術を習得し、この知識と技術に基づいた検査の選択・指示・

実施・管理等が出来るようにする。

２. 放射線治療専門医は、悪性腫瘍および一部の良性疾患に関して、放射線治療の効果、照射

術式とその計画、有害事象、治療前中後の管理などについての専門知識と診療技術を駆使した適

正な放射線治療が行えるようにする。



産婦人科 【周産期医学分野】【婦人科腫瘍分野】【女性医学分野】【生殖医療分野】

日本産科婦人科学会専門医指導医のもと、上記4領域において患者を担当する医療者チームの一員

として診断・治療に携わる。4領域に関する研修ガイドラインに基づいて臨床に必要な基本知識・

産婦人科疾患に対する検査・診断・治療を以下の項目を目標に修得する。

１．周産期医学分野：母体合併症妊娠における母児の問題点および管理法、超音波検査を用い

た胎児の推定体重や血流測定を含めた胎児の元気度の評価や構造異常の評価に関して修得する。

分娩管理については、分娩進行の評価につき研修し、分娩介助および帝王切開の適応・手技につ

いても修得する。

２．婦人科腫瘍分野：婦人科疾患における超音波検査・CT検査・MRIなどの画像診断を用いた診

断学の修得を行う。内診による腫瘍の進展度の評価やコルポスコピーによる子宮頸部病変の評価

について研修する。開腹術・腹腔鏡下の婦人科手術手技を理解し、基本的手技および周術期管理

の実際について修得する。

３．女性医学分野：女性の内分泌疾患に対する診断・管理やホルモン補充療法、更年期障害に

対するアプローチについて研修する。

４．生殖医療分野：不妊症の検査・診断および生殖補助技術*以外の排卵誘発法やタイミング法

などの基本的な治療について研修する。(*:生殖補助技術については、他施設において研修する。

)

麻酔科 【麻酔科蘇生科】

臨床の現場において、手術における全身麻酔や区域麻酔、集中治療管理、痛みの治療の研修指導

を行い、さらに下記の研修を通して、より高度な医療技術を身につけるよう指導する。

１．高機能シミュレータを用いた全身麻酔手技の習得

２．危機的状況を想定したシナリオトレーニング

３．緩和ケア医療の研修

リハビリテーション部 【リハビリテーション科】

日本リハビリテーション医学会専門医の指導の下、以下の項目を目標とした教育プログラムを行

っている。

１．診断学：リハビリテーションを行う上で必要な、各種画像検査・電気生理学的検査・病理

診断・超音波検査などを、評価・施行できる。運動障害や高次脳機能障害だけでなく、嚥下障害

、心肺機能障害、排泄障害の評価といった、関連領域も評価ができる。

２．治療：全身状態の管理ができる。障害評価に基づく治療計画が立てられる。各種リハビリ

テーション（理学療法・作業療法など）に加え、義肢装具の処方・ブロック療法・薬物治療・生

活指導などができる。

救急科 【救急科】

専攻医には、以下の 3つの学習方法で専門研修を行う。

１． 臨床現場での学習 ：経験豊富な指導医が中心となり救急科専門医や他領域の専門医とも

協働して、専攻医に広く臨床現場での学習を提供する。

１） 救急診療や手術での実地修練(on-the-job training)

２）診療科におけるカンファレンスおよび関連診療科との合同カンファレンス

３）抄読会・勉強会への参加

４）臨床現場でのシミュレーションシステムを利用した、知識・技能の習得

２． 臨床現場を離れた学習 ：国内外の標準的治療および先進的・研究的治療を学習するため

に、救急医学に関連する学術集会、セミナー、講演会および JATEC、JPTEC、ICLSコースなどの

off-the-job training course に積極的に参加する。救命処置法の習得のみならず、インストラ

クターコースへ参加できるように配慮し、その指導法を学ぶ。また、研修施設もしくは日本救急

医学会等が開催する認定された法制・倫理・安全に関する講習にそれぞれ少なくとも1回は参加す

る。

３． 自己学習 専門研修期間中の疾患や病態の経験値の不足を補うために、日本救急医学会等



が準備する「救急診療指針」、e-Learning などを活用した学習を病院内や自宅で利用できる機会

を提供する。

研修プログラムの実際と特徴としては、本研修プログラムは、各専攻医の希望を考慮し、個々の

基本モジュールの内容を吟味した上で、基幹施設・連携施設のいずれの施設からの開始に対して

も対応できるように設計された研修コースである。本研修プログラムによる救急科専門医取得後

には、集中治療、外傷、熱傷などの救急科関連領域の医療技術向上および専門医取得を目指す臨

床研修や、リサーチマインドの醸成および医学博士号取得を目指す研究活動を選択することが可

能。プログラム期間中に当大学病院等で研修を行いながら愛媛大学大学院医学系研究科への社会

人大学院進学を認めている。また本研修プログラム管理委員会は、基幹研修施設である愛媛大学

医学部附属病院総合臨床研修センターと協力し、大学卒業後 2 年以内の初期研修医の希望に応じ

て、将来、救急科を目指すための救急医療に重点を置いた初期研修プログラム作成にもかかわっ

ている。

歯科口腔外科・矯正歯科 【歯科口腔外科】

外来における初診患者の問診、初診診察、診断、治療の口腔外科疾患一連の流れ、および手術手

技難易度分類の中等度までにおける外来外科処置の執刀および術後のfollowを行っている。また

、病棟においては入院から退院までの口腔癌、顎変形症、炎症、外傷、嚢胞性疾患患者等の患者

管理および中等度相当までの執刀を指導医の元、経験する。臨床外に関しては、口腔外科関連論

文の抄読会を担当し、学術的理解にも励んでいる。

病理診断科・病理部 【病理科】

病理専門医は、病理学総論と諸臓器の疾患に関する病理学的知見に基づいて、医療の根幹である

病理診断（病理解剖、手術・生検標本診断、細胞診）を行い、臨床医との相互討論を通じて医療

の質を担保し、高度先進医療、地域医療の推進に寄与する。本院では、「患者に学び患者に還元

する医療」の姿勢で、医療倫理、医療安全を実施し、社会的ニーズに応じた病理専門医を育成す

る。病理専門研修では、日本病理学会の「専門研修手帳」に記された基準を満たすよう、知識・

技能・態度の指導を行う。病理解剖については、視聴覚教材とマンツーマン指導による手技の修

得・肉眼所見と病理組織標本検鏡・診断書作成、全例CPCを行う。手術・生検標本の診断と細胞診

断は、業務マニュアルによる切り出し手技や報告書作成の標準化と、指導医によるマンツーマン

指導・全例検閲を行う。臨床科との症例検討会での発表討論を日常的に行い、愛媛県病理研究会

、中四国支部会、日本病理学会総会での症例報告を指導する。基礎の病理学講座との連携のもと

に、分子病理学的研究手法の研鑽を奨励する。病理診断学の修練のみならず、専門医取得後のキ

ャリア形成に留意し、後進の指導にあたる人材育成を目指す。

睡眠医療センター 【睡眠医療】

睡眠障害の診断・治療について、専門的研修を実施する。日本睡眠学会認定医療機関であり、年

間200例以上の終夜睡眠ポリグラフィ実施を基盤とした睡眠障害の生理学的診断法、ならびに睡眠

覚醒メカニズムに即した治療手法について、学会認定医が研修を担当する。国際学会での発表、

論文指導も行う。

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 37人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。



3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

竹中 克斗 第一内科 教授 ３１年

山之内 純 輸血・細胞治療部 准教授 ２７年 血液

薬師神 芳洋 腫瘍センター 教授 ３４年 腫瘍内科

池田 俊太郎 循環器内科 教授 ３０年

山口 修 呼吸器内科 教授 ２７年
循環器・呼吸器･高血

圧内科学

日浅 陽一 第三内科 教授 ３２年 消化器・内分泌・代謝

内科学

大八木 保政 脳神経内科 教授 ３７年 神経内科・老年病

大澤 春彦 糖尿病内科・臨床検査医学 教授 ３４年

永井 将弘 臨床薬理神経内科 特任教授 ３４年

上野 修一 精神科 教授 ３７年

江口 真理子 小児科 教授 ３１年

檜垣 高史 地域小児・周産期 教授 ３４年

田内 久道 感染制御部 准教授 ３２年

渡部 祐司 消化管腫瘍外科 教授 ３９年

髙田 泰次
肝臓・胆のう・膵臓・移植

外科
教授 ３９年

消化器外科、肝胆膵・

移植外科

泉谷 裕則 心臓血管・呼吸器外科 教授 ３４年 心臓血管外科

佐野 由文 心臓血管・呼吸器外科 准教授 ３７年 呼吸器外科

國枝 武治 脳神経外科 教授 ２９年 脳神経外科

髙尾 正樹 整形外科 教授 ２４年

藤澤 康弘 皮膚科・形成外科 教授 ２４年

雑賀 隆史 泌尿器科 教授 ３５年

白石 敦 眼科 教授 ３６年

羽藤 直人 耳鼻咽喉科 教授 ３３年 耳鼻咽喉科

城戸 輝仁 放射線科 教授 ２３年 放射線診断分野

倉田 聖 放射線科 准教授 ２６年 放射線治療分野

杉山 隆 産婦人科 教授 ３５年 周産期・女性医学分野

松原 圭一 産婦人科 教授 ３５年 周産期医学分野

藤岡 徹 産婦人科 准教授 ３１年 婦人科腫瘍分野

萬家 俊博 麻酔科蘇生科 教授 ３８年

佐藤 格夫 救急科 教授 ２７年

中城 公一 歯科口腔外科・矯正歯科 准教授 ２９年

北澤 理子 病理診断科・病理部 特任教授 ２７年

岡 靖哲 睡眠医療センター 准教授 ２９年 睡眠医療

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容： 新規採用者研修

・研修の期間・実施回数： 2021年4月5日～5月14日（DVD回覧）

・研修の参加人数： 153名（うち看護職：80名）

・研修の主な内容： 新人看護職員研修（薬剤の基礎知識）

・研修の期間・実施回数： 2021年4月8日

・研修の参加人数： 80名

・研修の主な内容： 「新任教職員研修」

・研修の期間・実施回数： 2021年5月31日 1回

・研修の参加人数： 2名

・研修の主な内容： 「新人診療放射線技師研修会」

・研修の期間・実施回数： 2021年6月10日 1回

・研修の参加人数：3名

・研修の主な内容： 「国公私立大学病院診療放射線技術者研修」

・研修の期間・実施回数： 2021年10月4日～7日 1回

・研修の参加人数： 1名

・研修の主な内容：「核酸増幅検査（PCR等）基礎学科研修」



・研修の期間・実施回数： 2021年11月21日 １回

・研修の参加人数： 1人

・研修の主な内容：「ISO15189内部監査者養成セミナー」

・研修の期間・実施回数： 2021年11月27日 １回

・研修の参加人数： 16人

・研修の主な内容： 病棟看護師研修（経静脈栄養について）

・研修の期間・実施回数： 2021年12月2日

・研修の参加人数： 21名

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容： 2021年度 医療安全に関する講演会「安全な医薬品の取り扱い」

・研修の期間・実施回数： 2021年4月26日～5月31日（e-learning）

・研修の参加人数： 1258名

・研修の主な内容： 「業務範囲追加に伴う厚生労働大臣指定による研修」

 ・研修の期間・実施回数： 2021年9月〜2027年3月 

・研修の参加人数： 7名

・研修の主な内容：「ルテチウムオキソドトレオチド注射液を用いた核医学治療の安全取扱講

習会」

・研修の期間・実施回数： 2021年9月1日～9月19日

・研修の参加人数： 3人



・研修の主な内容： 「第33回放射性医薬品取り扱いガイドライン講習会」

・研修の期間・実施回数： 2022年3月14日 1回

・研修の参加人数： 6人

・研修の主な内容： 2021年度 医療安全セミナー「インスリン製剤の安全使用」

・研修の期間・実施回数： 2022年3月31日～4月30日（e-learning）

・研修の参加人数： 741名

・研修の主な内容： 第41回創薬・育薬セミナー

「個人情報保護法改正に伴う研究倫理指針の改正について」

・研修の期間・実施回数： 2022年8月23日

・研修の参加人数： 121名（うち外部15名）

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容： 連携充実加算-特定薬剤管理指導加算2の勉強会（第3回目）

・研修の期間・実施回数： 2022年2月25日

・研修の参加人数： 146名

・研修の主な内容： 令和3年度愛媛糖尿病療養指導士認定試験受験・更新資格取得のための研

修会－内服薬・注射薬－

・研修の期間・実施回数： 2022年2月11日－2022年3月11日（Web）

・研修の参加人数： 177名

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ○2 ．現状
管理責任者氏名 病院長 杉山 隆
管理担当者氏名 医療情報部長 木村 映善

看護部長 﨑田 智美
薬剤部長 田中 守
放射線部長 城戸 輝仁
ＭＥ機器センター長 泉谷 裕則
総務課長 上甲 功治
医事課長 髙木 剛造
人事労務課長 米田 健
研究協力課 中川 玲
医療サービス課長 松尾 一恵

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 総務課 カルテは医療情報部で
一括管理（主に電子カル
テ、古いものは一部紙カ
ルテ）

1患者1カルテ
病院外への持ち出しは
例外を除き原則禁止。禁
止にも関わらず持ち出
したい場合は、申請し、
審査を受けることとな
っている。

各科診療日誌 各診療科
処方せん 薬剤部
手術記録 手術部
看護記録 病棟
検査所見記録 医療情報部
エックス線写真 放射線部
紹介状 医療情報部
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

医療情報部

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 人事労務課
高度の医療の提供の実績 医事課

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

研究協力課

高度の医療の研修の実績 人事労務課
閲覧実績 総務課
紹介患者に対する医療提供の実
績

医事課

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事課
薬剤部

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医療サービス課

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医療サービス課

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医療サービス課

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医療サービス課



保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

医療サービス課

院内感染対策のための委員会の
開催状況

医療サービス課

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

医療サービス課

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

医療サービス課

医薬品安全管理責任者の配置状
況

薬剤部

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

ＭＥ機器センター

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

ＭＥ機器センター

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

ＭＥ機器センター

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

ＭＥ機器センター



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

医療安全管理部
総務課

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

感染制御部
総務課

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

薬剤部
総務課

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

総務課

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

医療情報部
総務課

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部
総務課

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

医療サービス課

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

医療サービス課

監査委員会の設置状況 総務課
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医療サービス課

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医療サービス課

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

医療安全管理部
総合診療サポートセ
ンター

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

総務課

職員研修の実施状況 医療サービス課
医事課
人事労務課

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

総務課

管理者が有する権限に関する
状況

総務課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

総務課

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

総務課

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲 覧 者 別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

閲覧の求めに応じる場所

総務課長 上甲 功治

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数

閲覧請求者は、国立大学法人愛媛大学情報公開取扱規程に基づき「法人文書開示請求」を提出し、
承認の決定後、「開示の実施方法の申出書」に基づき閲覧する。

閲覧の手続の概要

閲覧責任者氏名 運営部長 仙波 文彦

閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

総務課

計画・現状の別 １．計画 ２．現状

（様式第6）



規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 ○有・無

・ 指針の主な内容：
1.患者中心の医療の実践
2.チーム医療の実践
3.医療安全に関する組織的取組み
4.インシデントの報告と情報の共有
5.機能する医療事故防止対策
6.適切な医療事故への対応
7.患者相談の実施，指針等の閲覧
8.医療安全管理教育・研修，啓発
9.その他の医療安全推進への対応

10.医療安全管理マニュアルの作成・更新

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ ○有・無 ）
・ 開催状況：年12回
・ 活動の主な内容：

1.医療に係る安全管理のための指針の策定及び変更に関すること
2.医療事故防止対策の検討及び研究に関すること
3.インシデントの分析及び再発防止策の検討に関すること
4.医療事故調査制度に対応する死亡原因判定に関すること
5.医療事故防止のための啓発，教育及び研修に関すること
6.医療事故に対する対応策の策定に関すること
7.患者及び家族等の被害者への対応に関すること
8.関係公的機関への報告に関すること
9.報道に関すること

10.その他，医療安全管理及び医療事故対策に関すること

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年3回

・ 研修の内容（すべて）：
第1回：当院の医療安全管理体制について、安全な医薬品の取り扱い

（令和3年4月26日～e-learning）
第2回：中等度鎮静の患者管理

（令和3年7月28日開催）
第3回：医薬品に依存する人たちの理解と支援

（令和4年1月6日開催）

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ ○有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

1.医療安全ラウンド：年2回計画的に実施
2.インシデント報告後の現場ラウンド，ヒアリング（随時）
3.医療安全シンポジウム：年1回医療現場からの公募方式で実施

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 ○有・無

・ 指針の主な内容：
1.院内感染対策に関する基本的な考え方
2.院内感染対策のための委員会その他院内の組織に関する基本的事項
3.院内感染対策のための従業者に対する研修に関する基本方針
4.感染症の発生状況の報告に関する基本方針
5.院内感染発生時の対応に関する基本指針
6.患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本指針
7.その他院内感染対策の推進のための基本方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年12回

・ 活動の主な内容：
1.院内感染の調査，予防対策に関すること
2.院内感染防止の実施，監視及び指導に関する活動
3.院内感染発生時の措置に関すること
4.職員の院内感染の教育に関すること
5.その他院内感染防止に関すること

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年3回

・ 研修の内容（すべて）：
第1回 手指衛生・ASTについて
（令和3年8月21日～令和3年9月21日 e-learning）

第2回 新型コロナウイルス感染症～愛媛大学は何をしてきたのか～
（令和3年10月18日～令和3年11月30日 e-learning）

第3回 新型コロナウイルス感染症の検査と治療薬について
（令和4年2月16日～令和4年3月9日 e-learning）

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ ○有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

ICT会議において事例を検討し、問題点の分析を実施している。また、その結果を含めて
院内感染対策委員会へ報告し、重要な事例については病院運営委員会及び病院連絡協議会
に報告している。
研修会においては、参加者アンケートから研修会の要望を調査し、次年度の研修計画の参
考としている。
週に1回院内をラウンドし、感染対策について確認を行っている。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 ○有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年1回

・ 研修の主な内容：
令和3年度第1回医療安全に関する講演会
「麻薬・向精神薬・覚醒剤原料の管理」「処方入力と医薬品取り扱い時の注意点」

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ ○有・無 ）
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

医薬品の安全使用のための業務に関する手順書として「医薬品安全管理手順書」を作成（平
成19年7月1日策定、令和3年7月15日改訂）。
医薬品安全手順書に基づく業務の各部署実施状況の確認は、医療安全管理部と薬剤部が協働

して行う年2回の医療安全ラウンドにおいて行い、業務改善が必要な事項について指導し、改善
を図っている。医療安全ラウンドでの各部署における確認結果は、医療安全管理部会議、医療
安全管理委員会、リスクマネジャー会議で報告を行い、院内での情報共有を行っている。さら
に、薬剤部で毎月開催している医薬品安全管理カンファレンスにおいても医療安全報告を行い
、薬剤師間での情報共有を図っている。

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ ○有・無 ）
・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：

若年性皮膚筋炎に対するステロイド減量効果および寛解維持を目的としたメトトレキサート錠2m
gの使用
大腸腫瘍に対して色素拡大観察を行うためのピオクタニンの使用
妊婦へのカルベジロール錠の使用

・ その他の改善のための方策の主な内容：
●調剤時以外での禁忌該当薬剤の確認体制
薬剤部薬品情報管理室において、処方薬剤に対して禁忌病名が登録されている入院患者情報

を抽出している。抽出された情報に基づき病棟担当薬剤師が担当医に禁忌該当薬剤に対する疑
義照会を行い、当該薬剤処方継続の可否の確認、必要に応じて処方提案を行っている。また、
疑義照会の結果、既に終了している病名であった場合は病名整理を依頼し、適切に医薬品が使
用できるよう努めている。また、これらの病名に関する禁忌の情報は毎月医事課にも報告して
おり、医事課からも病名整理を依頼している。

●医療安全管理委員会への医薬品安全管理報告体制
医薬品安全管理体制を担っている部門（薬剤部）における医薬品の安全使用に係る業務を医

療安全管理委員会へ報告している。内容は、院内副作用報告件数および医薬品安全性情報報告
件数、院内院外疑義照会件数、プレアボイド報告件数、禁忌該当薬剤の確認数等である。医療
安全管理委員会は医薬品安全管理体制の部門を監査し、必要に応じて意見することとしている
。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 ○有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年43回

・ 研修の主な内容：
① 新規医療機器導入時
② 使用方法、保守点検に関して
③ 有用性や安全性に関して
④ 不具合等発生時の対応に関して
⑤ 学会、研修会への出席

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ ○有・無 ）
・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

① 定期点検と日常点検および不良対応点検

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ ○有・無 ）
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：未承認 1件、適応外使用 4件

①大動脈肺動脈窓閉鎖術後の残存短絡を閉鎖するために閉鎖栓を使用
（Figulla Flex II ASD 閉鎖セット）（適応外使用）

②肺癌の大動脈浸潤の手術を安全に行うために事前に大動脈ステントを留置
（ゴアCTAG、Relay plus、Valiant Navion）（適応外使用）

③重症涙小管閉塞で涙小管再建が不能な症例に対して、結膜と涙嚢及び鼻腔にステント留置目
的でJonesTubeを使用（未承認）

・ その他の改善のための方策の主な内容：
① 医療機器の使用等についてインシデントが発生した場合は、インシデント検討会議、

リスクマネジャー会議にて事例を分析し、改善策等を立案している。また、立案した
改善策については医療安全管理委員会にて報告し承認を得た後、リスクマネジャー会
議やME機器センター発信のインフォメーションにおいて院内に周知している。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 ○有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況

愛媛大学医学部附属病院副病院長に関する規定
第3条3

病院長は，医療安全を担当する副病院長を医療法施行規則第9条の20の2第1項第1号に規定する医
療安全管理責任者に指名し，医療安全管理部，医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者を統括させる。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 ○有（3名）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

薬品情報管理室において医薬品に関する情報（イエローレター、ブルーレター、回収・出荷停止、

適正使用のお願い、医薬品・医療機器等安全性情報、医薬品安全対策情報、PMDA 医療安全情報、日

本医療機能評価機構医療安全情報、添付文書改訂、PMDA からの公知申請情報・適応外情報）を一元

的に収集し、院内メーリングリストや院内イントラネット、電子カルテ掲示板を利用し周知してい

る。また、DI ニュース、プレアボイドニュース、薬事委員会において決定した新規採用・削除薬一

覧表（New Face）を作成し、メーリングリストおよび紙媒体等を用いて院内へ周知している。

特に重要な情報（イエローレター、ブルーレター、その他薬品情報管理室が重要と判断した内容）

については、上記の周知に加えてデータウェアハウスを用いて抽出した該当薬品使用中の全患者を

対象とした適正使用のモニタリング、処方医に対する電子カルテでの個別メールによる情報提供も

行っている。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

院内において未承認、適応外あるいは禁忌薬（以後、未承認新規医薬品等）を新たに使用する場

合には、未承認新規医薬品等評価部に必要書類を提出する。書類とは①未承認新規医薬品等 申請

・報告書式、②患者向け説明文書、③患者同意書、④患者同意撤回書、⑤未承認新規医薬品等を使

用する根拠となるエビデンス（文献等）、⑥医薬品を用いる場合は当該医薬品の添付文書 であり、

未承認新規医薬品等評価部は申請内容に関して未承認新規医薬品等評価委員会に意見を求めた上

で使用の可否を決定する。なお、医学倫理委員会の審査が必要と判断された場合には、その審査の

結果を以って使用可否の判断を行う。また、承認された未承認新規医薬品等に関しては未承認新規

医薬品等評価部で実施報告書や適正使用モニタリング等の管理を行う。



また、薬剤部において薬剤師が調剤時に当該薬品が未承認新規医薬品等に該当すると認識した場

合は、担当医へ疑義照会を行い、妥当性の確認や処方提案を行っている。結果に関しては診療録へ

記録し、必要に応じて医薬品安全管理責任者へ報告している。これらの未承認新規医薬品等に係る

疑義照会情報は薬品情報管理室で収集し、院内の医療安全管理委員会へ報告する体制をとってい

る。

・担当者の指名の有無（○有・無）

・担当者の所属・職種：

（所属：未承認新規医薬品等評価部，職種 薬剤師（副薬剤部長））

（所属：薬剤部，職種 薬剤師（薬品情報管理室室長））

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 ○有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無 （ ○有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

確認方法：各リスクマネジャーを通して確認

指導内容：説明内容，説明手順，説明方法，成立要件，説明同意書，診療録への記載，責任者の

配置

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 ○有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：

中央病歴室での量的点検及び多職種による質的監査により記載内容の確認を行っている。質的監

査の結果は、診療記録管理委員会で審議後、病院運営委員会報告及び監査対象診療科へのフィー

ドバックを行っている。昨年度の監査結果による主な指導内容は IC 記載、同意書について、略

語等の使用など。

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 ○有・無

・所属職員：専従 3名、専任 3名、兼任 22名

うち医師：専従 1名、専任 2名、兼任 6 名

うち薬剤師：専従 1 名、専任（ ）名、兼任 1名

うち看護師：専従 1 名、専任（ ）名、兼任 9名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること



・活動の主な内容：

1.報告があったインシデントのモニタリング，分析及び影響レベルの判定に関すること

2.インシデント審議委員会及びインシデント調査委員会に関すること

3.インシデントごとの解決策及び再発防止策の企画・立案に関すること

4.医療安全体制システム及びマニュアルの見直しに関すること

5.医療安全管理委員会で決定した事項についての周知の確認及びそれに必要な指導に関すること

6.安全管理に関する教育・研修等の実施に関すること

7.医療安全管理委員会の資料及び議事録の作成・保存等の運営に関すること

8.事故等に関する診療録や看護記録等への記載が正確かつ十分になされていることの確認及び必

要な指導に関すること。

9.患者や家族への説明など事故発生時の対応状況についての確認及び必要な指導に関すること

10.事故等の原因究明が適切に実施されていることの確認及び必要な指導に関すること

11.他の委員会，患者相談窓口等他部門及びリスクマネジャー等との連絡調整に関すること

12.医療事故防止等に係る情報提供に関すること

13.その他医療の質の向上及び安全管理に関すること

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（8件）、及び許可件数（8件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ ○有・無 ）

・活動の主な内容：

高難度新規医療技術を用いた医療の適正な提供を図る為に、審査を行い、適否等の決定を行う。

又、すべての症例について、提供された医療の安全性、適正性を定期的に評価する。有害事象発

生時及び患者が死亡した場合は、当該診療科から報告を受け、適切な処置や対策を講ずる。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ ○有・無 ）



⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（51 件）、及び許可件数（51 件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有・無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ ○有・無 ）

・活動の主な内容：

未承認新規医薬品等を用いた医療の適正な提供を図るために、審査を行い、適否等の決定を行う。

また、全ての症例について、提供された医療の安全性、適正性を定期的に評価する。有害事象発

生時及び患者が死亡した場合は、当該診療科から報告を受け、適切な処置や対策を講ずる。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有・無 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ ○有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 137 件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 150 件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

患者影響レベル 3b以上のインシデントの分析及び再発防止策の検討。死亡事例検討会の結果報

告確認

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ ○有（病院名： 岡山大学病院 ）・無）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ ○有（病院名： 島根大学医学部附属病院 ）・無）

・技術的助言の実施状況

令和 3年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため，書面調査となり，島根大学医学部附属病

院からの助言は特になかった。

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況



・体制の確保状況

総合診療サポートセンターが患者からの相談窓口となっている。個室の面談室 9室，オープンな相

談ブースを 4 ヶ所設置し，対応している。中でも，医療安全に係る相談については，総合診療サポ

ートセンターのメディエーターが主に対応し，医療サービス課・医療安全管理部が連携できる体制

をとっている。

⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

1.新規採用者へのオリエンテーション

2.医療安全に関する講演会（3回）

3.医療安全セミナー（6回）

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

管理者が、公益財団法人日本医療機能評価機構主催の「2021 年度特定機能病院管理者研修（初回

・11時間）」を受講。

医療安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が、公益財団法人日本医療機能評価機構主催の

「2021 年度特定機能病院管理者研修（継続・５時間）」を受講。

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

2022 年 2 月に、公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価のうち、主たる機能種

別「一般病院 3」及び副機能種別「精神科病院」を受審し、2022 年 8 月 19 日付けで認定を受けた。



・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

上記受審による審査結果報告書の改善要望事項の該当については、院内で共有するとともに、外部

からも審査結果報告書の内容を確認出来るように、医学部附属病院ホームページのトップページに日

本医療機関評価機構ホームページへのリンクを設置している。

・評価を踏まえ講じた措置

審査結果報告書により、評価判定結果が「B」であったセクションに関して、関係部署にて改善策

を検討し、改善状況および計画等を「改善状況報告書」として作成し、取りまとめて院内で共有した。

また、評価判定結果が「C」であったセクションに関しては、院内で改善策を継続的に実践し、これ

について評価機構における確認審査を受審する予定である。

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

・医師免許を有している者

・医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者

・病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者

・教育・研究・診療に必要な資質・能力を有している者

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・ 公表の方法 ：愛媛大学ホームページに掲載

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・○無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係

有・無

有・無

有・無

有・無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況

合議体の設置の有無 ○有・無

・合議体の主要な審議内容

運営方針、中期計画、予算及び決算その他病院の運営に関する重要事項

・審議の概要の従業者への周知状況

愛媛大学医学部内職員サイトに資料・議事要旨を掲載

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・公表の方法：愛媛大学ホームページに掲載

・外部有識者からの意見聴取の有無（ ○有・無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

杉山 隆 〇 医師 病院長／周産母子センター長

雑賀 隆史 医師 副病院長（総務・経営担当）／泌尿器科長

竹中 克斗 医師 副病院長（診療・教育担当）／第一内科長

萬家 俊博 医師
副病院長（医療安全・危機管理担当）／麻酔科蘇生科長

／手術部長／痛みセンター長

日浅 陽一 医師
副病院長（地域連携・地域医療再生担当）／第三内科長

／総合診療サポートセンター長

﨑田 智美 看護師 副病院長（患者サービス担当）／看護部長

大澤 春彦 医師
副病院長（橋渡し研究推進担当）／糖尿病内科・臨床検

査医学科長／検査部長／先端医療創生センター長

山口 修 医師 第二内科長

大八木 保政 医師 脳神経内科長

永井 将弘 医師
臨床薬理神経内科長／臨床研究支援センター長／臨床

研究データセンター長／臨床研究ＣＯＩマネジメント部長

川本 龍一 医師 総合診療科長

上野 修一 医師 精神科長／認知症疾患医療センター長

江口 真理子 医師 小児科長／臨床遺伝医療部長



渡部 祐司 医師
消化器腫瘍外科長／材料部長／低侵襲・がん治療セン

ター長／高難度新規医療技術評価部長

髙田 泰次 医師
肝臓・胆のう・膵臓・移植外科長／臓器・組織移植センタ

ー長

泉谷 裕則 医師 心臓血管・呼吸器外科長／ＭＥ機器センター長

國枝 武治 医師 脳神経外科長

髙尾 正樹 医師
整形外科長／リハビリテーション部長／人工関節センタ

ー長

藤澤 康弘 医師 皮膚科長

中岡 啓喜 医師 形成外科長

白石 敦 医師 眼科長／細胞プロセシングセンター長

羽藤 直人 医師 耳鼻咽喉科長

城戸 輝仁 医師 放射線科長／放射線部長

藤岡 徹 医師 産婦人科長

内田 大亮 歯科医師 歯科口腔外科・矯正歯科長

佐藤 格夫 医師 救急科長／救急部長

山之内 純 医師 輸血・細胞治療部長

高崎 康史 医師 集中治療部長

北澤 理子 医師 病理診断科・病理部長

木村 映善 医師 医療情報部長

池田 宜央 医師 光学医療診療部長

菊川 忠彦 医師 透析治療部長

鈴木 純 医師 医療安全管理部長

渡邊 英昭 医師 脳卒中センター長

西村 隆 医師 循環器病センター長

利光 久美子
管理

栄養士
栄養部長

谷本 一史 医師 造血細胞移植センター長

伊賀瀬 道也 医師 抗加齢・予防医療センター長

田内 久道 医師 感染制御部長

薬師神 芳洋 医師 腫瘍センター長／緩和ケアセンター長



徳本 良雄 医師 肝疾患診療相談センター長

森野 忠夫 医師 脊椎センター長

宮川 正男 医師 ＰＥＴセンター長

佐野 由文 医師 呼吸器センター長

打田 俊司 医師 小児総合医療センター長

原 祐子 医師 屈折矯正センター長

渡邉 英昭 医師 脳卒中センター長

亀井 義明 医師 乳腺センター長

西村 隆 医師 循環器病センター長

岡 靖哲 医師 睡眠医療センター長

伊賀 淳一 医師 認知症疾患医療センター長

本田 弘文
診療放射線

技師
放射線治療品質保証室長

堀内 史枝 医師 子どものこころセンター長

飛鷹 範明 薬剤師 未承認新規医薬品等評価部長

竹下 英次 医師 炎症性腸疾患センター長

檜垣 高史 医師 移行期・成人先天性心疾患センター長

田中 守 薬剤師 薬剤部長／臨床研究クオリティマネジメント部長

大元 謙二
診療放射線

技師
診療支援部長

熊木 天児 医師 総合臨床研修センター長

仙波 文彦 事務職員 医学部運営部長

山下 政克 教員 医学系研究科長（医学部長）

松浦 文三 医師 地域生活習慣病・内分泌講座 教授



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）
・ 公表の方法 ：愛媛大学ホームページに掲載

・ 規程の主な内容 ：人事権限・予算執行権限

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割

【職名】

副病院長（総務・経営担当/診療・教育担当/医療安全・危機管理担当/地域連携・地域医療

再生担当/患者サービス担当/橋渡し研究推進担当）

病院長補佐（災害担当/病院再開発担当/医療情報担当/感染症担当/チーム医療推進担当）

【役割】

病院長の職務を補佐し、病院長から指示された重要な事項を処理する。

【職名】（副病院長のうち総務・経営担当）

【役割】病院長が不在又は事故があるときは、その職務を代理する。

【職名】（副病院長のうち医療安全・危機管理担当）

【役割】

医療安全管理責任者として医療安全管理部、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及

び医療機器安全管理責任者を統括する。

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況
厚労省委託事業の特定機能病院管理者養成研修に4名参加し、国立大学附属病院長会議等企
画の病院経営次世代リーダー養成塾に5名参加した等、各種研修の受講を促している。



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況

監査委員会の設置状況 ○有・無

・監査委員会の開催状況：年 2回

・活動の主な内容：

次の事項について審議する。

(1)病院の医療安全に係る業務執行状況の監査に関すること。

(2)安全管理状況及び改善状況に関すること。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ ○有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ ○有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ ○有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・公表の方法： 愛媛大学ホームページに掲載

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

菅 政治 愛媛県立中央病院 ○

医療に係る安

全管理に関す

る識見を有す

る者

無 1

大熊 伸定
弁護士法人

松山中央弁護士事務所

法律に関する

識見を

有する者

無 1

河野 和博

愛媛県難病等患者団体連

絡協議会／愛媛県腎臓病

患者連絡協議会

医療を受ける

者
無 2

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容
監査室を設置し，監事及び会計監査人と連携して監査を実施している。

・ 専門部署の設置の有無（ ○有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ ○有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・ 公表の方法 ：愛媛大学ホームページに掲載



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況

国立大学法人法に基づき、役員会・経営協議会を設置し、病院の業務・管理運営及び経営に関

する重要事項を審議・報告している。

・ 会議体の実施状況（ 役員会：26回 経営協議会：5回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ ○有・無 ）
（役員会：20 回 経営協議会：4回 ）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・ 公表の方法 ：愛媛大学ホームページに掲載

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

有・無

有・無

有・無

有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ ○有・無 ）

・通報件数（年 0 件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ ○有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ ○有・無 ）

・周知の方法

愛媛大学教職員向けポータルサイト内に「相談窓口」のページを設け，様々な事案毎の相談窓口及

び連絡先等を掲載している。その中に，医療安全管理の適正な実施に関する情報提供を受け付ける

相談窓口の設置について掲載しており，加えて，本件について事務連絡メールを全教職員に送付し

周知を図っている。



(様式第 7)

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

1 果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有

・情報発信の方法、内容等の概要

本院の目的・目標，果たすべき役割及び実績等をまとめた冊子「医学部／附属病院概要」を毎

年作成・発行するとともに，電子BOOKとしてオリジナルホームページにも掲載している。

また，DPCデータによる病院指標も公表し，当院の特徴や急性期医療の現状を理解していただく

よう情報発信に務めている。

2 複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

中央診療施設において、複数診療科等を組み合わせたセンターによる診察を行っている。

１．周産母子センター（産婦人科、小児科）

２．小児医療総合センター（小児科、心臓血管・呼吸器外科）

３．呼吸器センター（第二内科、心臓血管・呼吸器外科）

４．脊椎センター（整形外科、脳神経外科）

５．睡眠センター（第二内科、耳鼻咽喉科）

６．循環器病センター（第二内科、心臓血管・呼吸器外科）

７．緩和ケアセンター（腫瘍センター、麻酔科蘇生科）

８．認知症疾患医療センター（精神科、臨床薬理神経内科、脳神経内科）

９．子どものこころセンター（精神科、小児科）

１０．炎症性腸疾患（IBD）センター（第三内科、消化器腫瘍外科）


